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小國神社ものがたり

公式ウェブサイト特設ページで
スペシャルムービー公開中

小國神社のはじまりから
現代までの壮大な物語
小國神社のはじまりから
現代までの壮大な物語

　この物語は、静岡市在住の絵本・造形
作家のたたらなおきさんよりご奉納いた
だいた全長約七メートルの絵物語をもと
に作成をしたアニメーションです。
　神代より語り継がれてきたお話には、

日本人の「豊かで優しい和の心」の原点
が描かれています。神々の営みの中から
「正しい道筋をたてて生きてゆくことの
大切さ」や、「思いやりのこころ」を学
びましょう。

日本の神様の物語は
『日本の良き国柄』、『伝統』、『文化』を
今に伝えています。

始
は
神
代
と
伝
え
ら
れ
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
の

社
記
に
よ
る
と
、
人
皇
二
十
九
代
欽
明
天
皇
の
御
代
十

六
年
（
五
五
五
）
二
月
十
八
日
に
本
宮
山
峯
（
本
宮

山
）
に
御
神
霊
が
顕
れ
た
後
、
勅
使
が
遣
わ
さ
れ
、
山
麓
約
六
キ
ロ

の
現
在
地
に
社
殿
を
造
営
し
、
正
一
位
の
神
階
を
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
年
々
御
神
前
に
幣
帛
を
捧
げ
ら
れ
文
武
天
皇
大
宝
元

年
（
七
〇
一
）
春
十
八
日
に
勅
使
奉
幣
の
際
、
特
に
十
二
段
舞
楽
を

奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
延
喜
式
内
社
に
列
せ
ら

れ
、
中
世
に
は
徳
川
家
康
を
は
じ
め
と
す
る
武
将
な
ど
、
朝
野
の
崇

敬
が
極
め
て
篤
く
近
世
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
の
戦
で
は
、
家
康
公
は
御
神
霊
を
別
所

に
遷
し
、
願
文
と
三
条
小
鍛
冶
宗
近
作
の
太
刀
を
奉
り
戦
勝
を
祈
願

し
た
後
、
社
殿
を
全
て
焼
失
し
ま
し
た
。

　

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
に
勝
利
を
得
た
家
康
公
は
、
御
本
殿
の

造
営
、
拝
殿
・
楼
門
を
再
建
さ
れ
、
更
に
社
領
五
九
〇
石
の
朱
印
を

奉
り
、
以
降
世
々
の
徳
川
将
軍
家
よ
り
、
社
殿
の
改
造
・
修
復
料
を

寄
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
六
年
六
月
十
三
日
に
国
幣
小
社
に
列
せ
ら
れ
、
明
治
十
五
年

三
月
に
再
度
の
火
災
に
よ
り
御
本
殿
以
下
建
造
物
な
ど
消
失
し
ま
し

た
が
、
明
治
十
九
年
に
復
興
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

十
七
年
に
は
御
鎮
座
一
四
五
〇
年
祭
が
斎
行
さ
れ
、『
遠
江
国
の
一

宮
さ
ま
』
と
し
て
崇
敬
さ
れ
広
く
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
五
年
九
月
十
四
日
に
は
、
秋
篠
宮
文
仁
親
王
殿
下

同
妃
紀
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
、
平
成
十
八
年
十
一
月
八
日
に
は
、

神
宮
祭
主
池
田
厚
子
様
が
ご
参
拝
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
九
日

に
は
、
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
ま
し
た
。

始
は
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代
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え
ら
れ
、
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六
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の
神
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を
授
け
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。

　

そ
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以
来
、
年
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神
前
に
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を
捧
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宝
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を
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と
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将
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、
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の
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が
極
め
て
篤
く
近
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に
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っ
て
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三
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五
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で
は
、
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は
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、
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刀
を
奉
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戦
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を
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願

し
た
後
、
社
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を
全
て
焼
失
し
ま
し
た
。

　

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
に
勝
利
を
得
た
家
康
公
は
、
御
本
殿
の

造
営
、
拝
殿
・
楼
門
を
再
建
さ
れ
、
更
に
社
領
五
九
〇
石
の
朱
印
を

奉
り
、
以
降
世
々
の
徳
川
将
軍
家
よ
り
、
社
殿
の
改
造
・
修
復
料
を

寄
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
六
年
六
月
十
三
日
に
国
幣
小
社
に
列
せ
ら
れ
、
明
治
十
五
年

三
月
に
再
度
の
火
災
に
よ
り
御
本
殿
以
下
建
造
物
な
ど
消
失
し
ま
し

た
が
、
明
治
十
九
年
に
復
興
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

十
七
年
に
は
御
鎮
座
一
四
五
〇
年
祭
が
斎
行
さ
れ
、『
遠
江
国
の
一

宮
さ
ま
』
と
し
て
崇
敬
さ
れ
広
く
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
五
年
九
月
十
四
日
に
は
、
秋
篠
宮
文
仁
親
王
殿
下

同
妃
紀
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
、
平
成
十
八
年
十
一
月
八
日
に
は
、

神
宮
祭
主
池
田
厚
子
様
が
ご
参
拝
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
九
日

に
は
、
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
ま
し
た
。

遠
江
国
一
宮

小
國
神
社
の
由
来

創
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錦織りなす宮川のほとり

平
成
か
ら
令
和
へ

平
成
か
ら
令
和
へ

　

本
年
は
、
天
皇
陛
下
の
ご
即
位
に
よ
り
「
令
和
」
の
御
代
を
迎
え
、
我
が
国
は
次
な
る
時
代
へ
の
ス

タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。
五
月
一
日
の
「
剣
璽
等
継
承
の
儀
」
か
ら
十
二
月
に
至
る
一
連
の
皇
位
継
承

に
係
る
諸
儀
式
を
拝
し
、
天
皇
陛
下
を
中
心
に
戴
く
我
が
国
は
、
『
最
古
の
伝
統
』
と
『
最
先
端
の
文

化
』
が
見
事
に
融
合
す
る
、
世
界
に
比
類
無
き
国
で
あ
る
こ
と
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
、
「
日
本
人
で

よ
か
っ
た
」
と
思
わ
れ
た
方
も
多
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
一
方
で
、
海
外
の
主
要
メ
デ
ィ
ア
も
大
変
強

い
関
心
を
も
っ
て
報
じ
、
昭
和
以
前
の
古
儀
を
復
興
し
た
辰
儀
初
見
か
ら
始
ま
っ
た
「
即
位
礼
正
殿
の

儀｣

は
、
米
国
の
Ｃ
Ｎ
Ｎ
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
約
三
十
分
に
わ
た
っ
て
生
中
継
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

麗
し
い
国
柄
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
私
た
ち
国
民
は
、
日
本
の
長
く
深
い
伝
統
を
踏
ま
え

つ
つ
、
新
し
い
時
代
に
お
け
る
『
日
本
の
在
り
方
』
を
真
摯
に
考
え
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
本
号
の
表
紙
に
登
場
し
た
、
ご
祭
神
大
己
貴
命
の
ご
神
徳
の
象
徴
で
も
あ
る
、
打
ち
出
の

小
槌
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
愛
ら
し
い
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
、
明
神
通
り
振
興
会
会
員
㈱
さ
の

や
会
館
代
表
取
締
役　

井
谷　

茂
様
よ
り
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。
名
前
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
二
〇

〇
以
上
の
候
補
名
が
挙
が
る
中
か
ら
、
小
國
神
社
明
神
通
り
縁
結
び
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、

「
こ
づ
ち
君
」・「
こ
づ
ち
姫
」
と
命
名
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
ご
参
拝
の
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
よ

う
、
小
國
神
社
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
明
神
通
り
各
所
、
各
店
舗
な
ど
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
お
目
見
え

す
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
姿
を
見
か
け
た
際
は
、
親
し
み
を
込
め
て
お
付
き
合
い
下
さ
れ
ば
幸
い
に
存

じ
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
、
令
和
二
年
は
十
干
十
二
支
の
年
回
り
「
庚
子
」
の
年
と
な
り
ま
す
。
古
事
記
に
は
、
ね

ず
み
は
、
ご
祭
神
の
危
機
を
救
っ
た
良
獣
と
し
て
記
さ
れ
、
当
社
に
お
き
ま
し
て
は
、
ご
祭
神
が
国
造

り
を
始
め
た
年
が
、「
甲
子
」
の
年
と
伝
わ
る
こ
と
か
ら
も
「
子
年
」
は
大
変
縁
起
が
良
い
年
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
干
支
の
「
子
」
は
、
十
二
支
が
巡
る
一
番
始
め
の
年
に
当
た
り
、
ね
ず
み
は

多
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
孫
繁
栄
の
意
味
が
あ
る
と
さ
れ
、
世
代
が
引
き
継
が
れ
循
環
し
て
い
く
年

な
ど
と
し
て
、
古
よ
り
、
瑞
兆
の
年
と
さ
れ
ま
す
。
こ
の
佳
き
年
に
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
拝
を
心

よ
り
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

職
員
一
同
、
神
慮
を
畏
み
国
の
安
寧
と
世
界
の
平
和
を
祈
り
社
務
に
精
進
致
し
た
く
存
じ
ま
す
。
氏

子
崇
敬
者
各
位
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
元
年
十
二
月
十
五
日

み
　
　
よ

け
ん    

じ     

と
う   

け
い  

し
ょ
う

し
ん     

ぎ    

し
ょ   

け
ん

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と

か
の
え   

ね

※小國神社明神通り縁結び公式キャラクター「こづち君」（左下）「こづち姫」（右下）
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令
和
元
年
五
月
一
日
、
国
民
の
祝
福
を
受

け
ら
れ
、
新
し
い
天
皇
陛
下
が
御
位
へ
と
登

ら
れ
ま
し
た
。
新
し
い
御
代
の
名
は
『
令

和
』
と
命
名
さ
れ
、
日
本
は
新
た
な
御
代
を

迎
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
月
二
十
二
日
に
宮
中
で
行
わ
れ

た
、
「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」
で
は
、
静
謐
の

中
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
高
御
座
と
御
帳
台

に
登
ら
れ
、
ご
即
位
を
宣
明
さ
れ
、
安
倍
晋

三
首
相
が
「
寿
詞
」
を
奏
上
し
、
万
歳
三
唱

ま
で
に
至
る
約
三
十
分
の
厳
粛
な
儀
式
の
様

子
に
、
私
た
ち
は
大
き
な
悦
び
と
感
動
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
天
皇
陛
下
が
世
界
各
国
の

国
王
な
ど
を
始
め
と
す
る
国
の
代
表
者
の
祝

福
を
受
け
ら
れ
る
様
子
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
世
界
中
で
報
道
さ

れ
、
改
め
て
、
天
皇
陛
下
を
戴
く
我
が
国
の

「
有
り
難
い
」
国
柄
に
思
い
を
致
さ
れ
た
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
十
一
月
十
四
日
未
明
か
ら
十
五

日
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
「
大
嘗
祭
」
は
、

数
あ
る
儀
式
の
な
か
で
も
唯
一
の
「
大
祀
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
即
位
に
係
る
儀
式
の

中
で
も
特
に
古
い
形
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な

も
の
で
、
ま
ご
こ
ろ
を
込
め
て
育
て
ら
れ
た
、

東
日
本
の
悠
紀
地
方
（
栃
木
県
）
、
西
日
本

の
主
基
地
方
（
京
都
府
）
の
斎
田
よ
り
収
穫

し
た
お
米
な
ど
を
天
皇
陛
下
御
自
ら
神
々
へ

お
供
え
さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
は
特
産
の
農

水
産
物
が
「
庭
積
机
代
物
」（
に
わ
づ
み
の

つ
く
え
し
ろ
も
の
）
と
し
て
捧
げ
ら
れ
る
な

か
、
国
を
挙
げ
た
儀
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
特
集
で
は
、
天
皇
陛
下
の
ご
即
位
を
お

祝
い
し
、
新
し
い
御
代
が
益
々
栄
え
ゆ
く
こ

と
を
祈
念
し
つ
つ
、
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
た

天
皇
陛
下
の
ご
即
位
に
伴
う
諸
儀
式
と
小
國

神
社
に
て
執
り
行
っ
た
祭
祀
（
お
祭
り
）
の

数
々
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

　
奉
祝
の
空
気
に
包
ま
れ
た
令
和
元
年
五
月

一
日
、
当
社
で
は
、
天
皇
陛
下
の
践
祚
（
ご

即
位
）
に
よ
り
元
号
が
改
ま
っ
た
こ
と
を
大

神
様
に
お
伝
え
し
、
更
な
る
ご
皇
室
の
弥
栄

と
国
の
発
展
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
は
お
正
月
さ
な
が
ら
ご
参
拝

の
皆
さ
ま
が
訪
れ
、
と
も
に
天
皇
陛
下
の
ご

即
位
を
お
祝
い
い
た
し
ま
し
た
。

※

「
践
祚（
せ
ん
そ
）」
と
「
即
位
」
は
、
も

と
も
と
は
同
じ
意
味
で
し
た
が
、
桓
武
朝

（
七
三
七-

八
〇
六
年
）
以
降
は
区
別
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
現

在
で
は
、
同
一
の
意
味
と
し
て
表
現
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
で
す
が
、
本
来
は
、
天
皇
陛
下

が
三
種
の
神
器
を
継
承
し
、
皇
位
に
つ
か
れ

る
こ
と
を
「
践
祚（
せ
ん
そ
）」
と
し
、「
即

位
」
は
皇
位
に
つ
か
れ
た
こ
と
を
国
内
外
に

宣
明
す
る
と
い
う
意
味
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

　
践
祚
改
元
奉
告
祭

◀
ご
参
列
の
皆
さ
ま

　
奉
祝
記
念
の
ご
朱
印
を

◀
受
け
ら
れ
た
方

剣璽等承継の儀（令和元年5月1日） 宮内庁提供▼悠紀斎田　抜穂の儀（令和元年9月27日） 宮内庁提供▼

奉祝の空気に包まれた社頭風景（令和元年5月1日）▲宮代神饌田　抜穂祭（令和元年10月1日）▲

み  

く
ら
い

み  

　
よ

さ
い
　     

し

社
頭
か
ら
聞
こ
え
る
悦
び
の
声

「
令
和
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

奉
祝 

天
皇
陛
下
御
即
位

巻
頭

特
集

践
祚
改
元
奉
告
祭

せ
ん    

そ   

か
い  

げ
ん  

ほ
う  

こ
く  

さ
い

せ
ん    

そ   

か
い  

げ
ん  

ほ
う  

こ
く  

さ
い

―
新
時
代
の
幕
開
け
―
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令
和
元
年
五
月
一
日
、
国
民
の
祝
福
を
受

け
ら
れ
、
新
し
い
天
皇
陛
下
が
御
位
へ
と
登

ら
れ
ま
し
た
。
新
し
い
御
代
の
名
は
『
令

和
』
と
命
名
さ
れ
、
日
本
は
新
た
な
御
代
を

迎
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
月
二
十
二
日
に
宮
中
で
行
わ
れ

た
、
「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」
で
は
、
静
謐
の

中
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
高
御
座
と
御
帳
台

に
登
ら
れ
、
ご
即
位
を
宣
明
さ
れ
、
安
倍
晋

三
首
相
が
「
寿
詞
」
を
奏
上
し
、
万
歳
三
唱

ま
で
に
至
る
約
三
十
分
の
厳
粛
な
儀
式
の
様

子
に
、
私
た
ち
は
大
き
な
悦
び
と
感
動
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
天
皇
陛
下
が
世
界
各
国
の

国
王
な
ど
を
始
め
と
す
る
国
の
代
表
者
の
祝

福
を
受
け
ら
れ
る
様
子
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
世
界
中
で
報
道
さ

れ
、
改
め
て
、
天
皇
陛
下
を
戴
く
我
が
国
の

「
有
り
難
い
」
国
柄
に
思
い
を
致
さ
れ
た
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
十
一
月
十
四
日
未
明
か
ら
十
五

日
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
「
大
嘗
祭
」
は
、

数
あ
る
儀
式
の
な
か
で
も
唯
一
の
「
大
祀
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
即
位
に
係
る
儀
式
の

中
で
も
特
に
古
い
形
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な

も
の
で
、
ま
ご
こ
ろ
を
込
め
て
育
て
ら
れ
た
、

東
日
本
の
悠
紀
地
方
（
栃
木
県
）
、
西
日
本

の
主
基
地
方
（
京
都
府
）
の
斎
田
よ
り
収
穫

し
た
お
米
な
ど
を
天
皇
陛
下
御
自
ら
神
々
へ

お
供
え
さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
は
特
産
の
農

水
産
物
が
「
庭
積
机
代
物
」（
に
わ
づ
み
の

つ
く
え
し
ろ
も
の
）
と
し
て
捧
げ
ら
れ
る
な

か
、
国
を
挙
げ
た
儀
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
特
集
で
は
、
天
皇
陛
下
の
ご
即
位
を
お

祝
い
し
、
新
し
い
御
代
が
益
々
栄
え
ゆ
く
こ

と
を
祈
念
し
つ
つ
、
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
た

天
皇
陛
下
の
ご
即
位
に
伴
う
諸
儀
式
と
小
國

神
社
に
て
執
り
行
っ
た
祭
祀
（
お
祭
り
）
の

数
々
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

▼即位礼当日賢所大前の儀（令和元年10月22日） 宮内庁提供▼即位礼正殿の儀（令和元年10月22日） 宮内庁提供

▲奉仕者　内山博文様（左）・筒井輝男様（右）

▲即位の礼当日祭記念式典
　声高らかに万歳三唱（令和元年10月22日）

▲即位の礼当日祭で
　挨拶を述べる宮司（令和元年10月22日）

た
か   

み    

く
ら

み 

ち
ょ
う 

だ
い

よ    

ご
と

だ
い
じ
ょ
う 

さ
い

ゆ
　 

き

す
　 

き

さ
い  

で
ん

た
い   

し

　
令
和
元
年
十
月
一
日
、
当
社
の
神
饌
田
で

育
て
た
稲
を
刈
り
取
る
お
祭
り
、
抜
穂
祭
を

執
り
行
い
ま
し
た
。
刈
り
取
ら
れ
た
稲
は
大

嘗
祭
当
日
祭
に
て
お
供
え
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
稲
刈
り
の
ご
奉
仕
は
、
宮
代
神
饌
田
の
奉

耕
者
で
当
社
総
代
の
内
山
博
文
様
と
前
奉
耕

者
の
筒
井
輝
男
様
で
す
。

た
わ
わ
に
実
る
稲
穂
は

　
神
さ
ま
か
ら
の
授
か
り
も
の

ぬ
き    

ほ   

さ
い

ぬ
き    

ほ   

さ
い

深
ま
る
国
民
の
絆

　  

祈
り
の
国„
日
本“

宮
代
神
饌
田
抜
穂
祭
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皇
居
・
東
御
苑
に
建
設
さ
れ
た
、
大
嘗
宮
に
お
い
て
、

皇
位
継
承
の
重
儀
で
天
皇
陛
下
御
一
代
に
一
度
限
り
の

儀
式
「
大
嘗
祭
」
（
十
四
日
夕
刻
〜
十
五
日
未
明
）
が

行
わ
れ
る
十
一
月
十
四
日
の
午
前
、
当
社
で
は
、
大
嘗

祭
当
日
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
責
任
役
員
、
総
代
を
は
じ
め
、
森
町
長
太

田
康
雄
様
な
ど
一
二
四
名
が
参
列
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
ご
神
前
に
は
、
松
尾
貞
子
様
よ
り
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

や
椎
茸
な
ど
の
新
鮮
な
野
菜
や
烏
骨
鶏
苑
様
に
よ
る
烏

骨
鶏
の
玉
子
な
ど
数
々
の
お
供
え
も
の
が
捧
げ
ら
れ
る

な
か
、
一
同
、
平
和
で
豊
か
な
大
御
代
が
末
永
く
続
く

よ
う
に
と
祈
り
を
捧
げ
、
ご
皇
室
の
安
泰
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
た
。

　

即
位
・
大
嘗
祭
の
当
日
に
神
社
で
行
う
祭
祀
の
起
源

は
古
く
、
「
神
祇
令
」
に
「
凡
天
皇
即
位
惣
祭
天
神
地

祇
」（
お
よ
そ
天
皇
が
位
に
即
い
た
時
は
、
す
べ
て
天

神
地
祇
を
祭
り
な
さ
い
。
）
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
代
に
お
い
て
も
、
国
を
挙
げ
て
天
皇
陛
下
の
ご
即
位
、

大
嘗
祭
に
際
し
、
国
中
に
鎮
ま
る
八
百
万
の
神
々
に
祈

り
を
捧
げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
占
領
政
策
の
一
つ
「
神
道
指

令
」
に
よ
り
失
効
し
ま
し
た
が
、※

「
大
正
四
年
の
勅

令
第
一
〇
九
号
」
に
も
そ
の
旨
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
代
に
お
い
て
も
、
そ
の
精
神
と
神
々
を
祭
る
伝
統

は
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
繋
が
り
、
両
日
の
祭
典
日
を

迎
え
ま
し
た
。

◀
臨
時
大
祓
式
　
大
麻
で
天
地
を
祓
う

　（
令
和
元
年
11
月
12
日
）

◀
大
嘗
祭
当
日
祭

　（
令
和
元
年
11
月
14
日
）

　
奉
祝
の
記
帳
を
す
る
ご
家
族

◀（
令
和
元
年
10
月
22
日
）

　
即
位
の
礼
当
日
祭

◀
記
念
式
典
で
の
国
歌
斉
唱

よ

ご    

け
い

ぎ
ょ
く
た
い

は
ら

は
ら
え

け
が
れ

お
お

き
よ

ご
即
位
の
喜
び
、

日
本
の
国
の
歴
史
と
伝
統
に
思
い
を
致
し

　

令
和
元
年
十
月
二
十
二
日
、
雅
な
王
朝
絵
巻
が
現
代

に
蘇
っ
た
「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」
や
「
饗
宴
の
儀
」
で

は
、
国
民
、
ま
た
世
界
中
か
ら
の
祝
福
を
お
受
け
に
な

ら
れ
る
天
皇
陛
下
の
お
姿
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
テ
レ

ビ
、
新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
、
私
た
ち
の
み
な
ら
ず
諸

外
国
の
人
々
に
も
深
い
感
動
を
与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

当
社
で
は
、
当
日
に
即
位
礼
当
日
祭
を
斎
行
し
、
天

皇
陛
下
が
皇
位
に
つ
か
れ
た
こ
と
を
内
外
に
明
ら
か
に

す
る
旨
を
大
神
様
に
お
伝
え
し
、
平
和
で
豊
か
な
大
御

代
が
末
永
く
続
く
よ
う
に
と
祈
り
を
捧
げ
、
ご
皇
室
の

安
泰
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
た
。
祭
典
の
後
、
奉
祝

式
典
を
お
こ
な
い
祭
員
、
参
列
者
全
員
で
国
歌
斉
唱
、

万
歳
三
唱
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
静
岡
新
聞
社
の
記
者
が
取
材
に
も
訪
れ
、

当
社
で
設
置
し
た
記
帳
所
に
訪
れ
た
老
若
男
女
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

記
者
に
対
し
、
皆
さ
ま
一
様
に
ご
即
位
の
慶
事
の
悦

び
を
語
っ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

即
位
の
礼
当
日
祭

平
和
で
豊
か
な
大
御
代
が
末
永
く
続
く
よ
う
に

そ
く    

い

そ
く    

い

れ
い  

と
う  

じ
つ  

さ
い

れ
い  

と
う  

じ
つ  

さ
い

　

宮
中
に
お
い
て
、
大
嘗
祭
の
二
日
前
に
は
玉
体
（
天

皇
陛
下
の
お
身
体
）
を
清
め
る
御
禊
と
、
ご
皇
族
の

方
々
や
宮
内
庁
の
大
礼
委
員
な
ど
を
祓
い
清
め
る
「
大

祓
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

当
社
に
お
き
ま
し
て
も
、
令
和
元
年
十
一
月
十
二
日

午
後
三
時
に
、
国
土
と
人
々
の
罪
や
穢
を
祓
う
臨
時
大

祓
式
を
斎
行
し
、
大
嘗
祭
当
日
祭
に
臨
み
ま
し
た
。

だ
い
じ
ょ
う
き
ゅ
う

つ

︵
即
位
ノ
礼
ノ
当
日
二
行
フ
祭
祀
︶

大
嘗
祭
当
日
祭

だ
い
じ
�
う
さ
い  

と
う  

じ
つ  

さ
い

だ
い
じ
�
う
さ
い  

と
う  

じ
つ  

さ
い

︵
大
嘗
祭
ノ
当
日
二
行
フ
祭
祀
︶

臨
時
大
祓
式

り
ん   

じ    

お
お
は
ら
え
し
き

り
ん   

じ    

お
お
は
ら
え
し
き

お
お    

み
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◀※

大
正
四
年
勅
令
第
百
九
号
に
記
さ
れ
た
即
位
・
大
嘗
祭
の
当
日
に
行
う
祭
祀

◀
大
嘗
祭
当
日
祭
御
本
殿
の
御
扉
を
開
扉
す
る
宮
司

▲大嘗宮の儀（令和元年11月14日未明～15日） 宮内庁提供

▲一般公開された大嘗宮　多くの人々が拝観され、
　120分待ちの列ができていました（令和元年12月6日）

▲大嘗祭当日祭
　玉串拝礼をする森町長太田康雄様

〜
神
代
の
風
儀
を
う
つ
す
〜

　

日
本
列
島
に
稲
作
が
広
ま
っ
た
の
は
二
、〇
〇
〇
年
以
上
前

の
弥
生
時
代
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
後
、
お
米
は
日
本
人

の
食
生
活
に
不
可
欠
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
か
ら
一、三
〇
〇
年
前
（
養
老
四
年
）
に
完
成
し
た
『
日
本

書
紀
』
の
冒
頭
に
は
、
ご
皇
室
の
ご
始
祖
と
仰
が
れ
る
天
照
大

御
神
が
、
そ
の
子
孫
に
対
し
て
「
吾
（
わ
が
）
高
天
原
（
た
か

ま
の
は
ら
）
に
き
こ
し
め
す
斎
庭
（
ゆ
に
わ
）
の
穂
（
い
な

ほ
）
を
以
て
、
ま
た
吾
が
児
（
み
こ
）
に
ま
か
せ
ま
つ
る
べ

し
」
と
い
う
神
勅
を
下
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
天
照
大
御
神
が
人
間
の
「
食
ひ
て
活
く
べ
き
物
」
と

し
て
陸
田
（
畑
）
の
「
粟
・
稗
（
ひ
え
）・
麦
・
豆
」
と
水
田

の
「
稲
」
が
出
現
し
た
こ
と
を
喜
ば
れ
た
と
も
伝
え
て
い
ま
す
。

　

大
嘗
祭
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
提
唱
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
安
時
代
中
期
の
『
延
喜
式
』
な
ど

か
ら
、
天
皇
が
皇
祖
神
か
ら
授
け
ら
れ
た
食
べ
物
を
神
々
に
お

供
え
し
、
御
飯
・
御
粥
と
白
酒
・
黒
酒
を
御
自
ら
召
し
上
が
り

に
な
る
こ
と
で
、「
皇
御
孫
命
（
す
め
み
ま
の
み
こ
と
）」
と
し

て
の
霊
威
を
更
新
さ
れ
、「
日
本
の
国
の
平
和
」
と
「
国
民
の

末
永
い
平
安
」
そ
し
て
「
世
界
の
平
和
」
な
ど
を
祈
ら
れ
る
大

切
な
祭
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
大
嘗
祭
は
国
民
あ
げ
て
の
日
本
で
も
っ

と
も
崇
高
な
お
祭
り
で
あ
り
、
日
本
の
始
原
を
示
す
も
の
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。
そ
こ
に
、『
神
代
の
風
儀
を
う
つ
す
』、
皇
位

継
承
の
最
重
要
儀
式
と
呼
ば
れ
る
所
以
が
あ
り
ま
す
。

（出典：国立公文書館デジタルアーカイブより）

あ
ま 

て
ら
す
お
お

み    

か
み　

　
　
ご
皇
室
の„
祈
り“
は

　 

「
国
民
と
と
も
に
あ
る
」祈
り

大
嘗
祭
の
意
義

だ
い
じ
�
う
さ
い

だ
い
じ
�
う
さ
い

ご即位の喜び、
日本の国の歴史と伝統に
思いを致し
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本
年
七
月
一
日
よ
り
、
九
月
三
十
日
に
か
け
て
開

催
し
た
「
令
和
」
書
奉
納
大
会
で
は
、
全
国
よ
り

「
令
和
の
時
代
を
素
晴
ら
し
い
時
代
に
し
て
ゆ
き
た

い
」
と
の
真
摯
な
祈
り
が
託
さ
れ
た
渾
身
の
作
品
が

多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
去
る
、
令
和
元
年
十
一
月
十
七
日
に
、
書
家
杭
迫

柏
樹
先
生
、
書
家
中
澤
皐
揚
先
生
、
興
静
会
会
長
当

社
宮
司
に
よ
る
厳
正
な
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

ご
奉
納
い
た
だ
い
た
約
二
、
五
〇
〇
点
の
作
品
か
ら
、

受
賞
作
品
七
作
品
を
選
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　
今
後
も
興
静
会
で
は
杭
迫
先
生
の
思
い
を
受
け
、

「
書
」
を
通
し
て
「
郷
里
」、「
国
」、「
世
界
」
の

文
化
興
隆
に
寄
与
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

主
　
催

協
　
力

「
　
和
」書 

奉
納
大
会

受 賞 作 品 （全7作品）受 賞 作 品 （全7作品）

第1次選考をおこなう中澤皐揚先生▲ 様々な書体・書風の作品が奉納となりました▲ 第1次選考をおこなう杭迫先生と打田会長▲

●筆力が漲っていて騒がず、見事という他ない傑作。
　「令和」の新時代にふさわしい書。（杭迫柏樹）
●ご神木を彷彿とする抜群の追力・風格のある堂々
とした作。（中澤皐揚）

興
静
会
奉
納
大
会
記
念
賞（
大
賞
）織部雄山（69歳）菊川市

五風十雨願い事

●爽やかで清々しい空気が見事。
　（杭迫柏樹）
●切れ味のある線で仕上げたことから
流麗さと爽やかさある作品となった。

　（中澤皐揚）

杭
迫
柏
樹
賞（
大
人
の
部
）

周智郡森町

家族がいつまでも楽しく仲良く願い事

森重粹紅（純子）（37歳）

受
賞
作
品
結
果
発
表

令
和
の
時
代
へ
の

　「
祈
り
」を「
書
」に

　
　
　
　
　
　
託
し
て

こ
う  

せ
い  

か
い
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杭迫柏樹

　昭和9年、静岡県周智郡森町に生まれる。幼
少より書に親しみ、毎日大きな硯に大量の墨を
すり、なくなるまで書くほどに熱中する。
　書家を志し、京都学芸大学美術科（書専攻）
へ入学、卒業。現代書道の巨匠、村上三島に師
事、後に日展初入選を果たす。本格的な書家と

しての活動のため、教職の辞職を決意。以
後、日展内閣総理大臣賞（平成17年）、日
本芸術院賞（平成20年）、京都府文化功労
章（平成22年）、紺綬褒章（平成26年）な
ど多数の賞を受賞。日本を代表する書家と
して、国内外で活躍中。

○ 現　職 ○
（公社）日展名誉・特別会員・（公社）日
本書芸院名誉顧問・（公社）全日本書道連
盟顧問・（公財）全国美術振興会顧問・読
売書法会最高幹部会会議議長・顧問
など多数

プロフィール
書 家
くい   せこ   はく   じゅ

●大らかで暖かさの感じる秀作。
　（杭迫柏樹）
●スケールの大きい雄大な書風は、風
土性から生まれたものでしょう。これ
を切に。（中澤皐揚）

●誌面いっぱいに大らかにひろがって
しかも落ち着いた秀作。（杭迫柏樹）

●気力の充実した線質が抑揚となり穏
やかで高品な作となった。（中澤皐揚）

●素直で新鮮な書きぶりが見事。
　（杭迫柏樹）
●欧陽詢書法を追求し、高校生として
の探求作の範となる作。（中澤皐揚）

●北魏風の重厚な秀作。（杭迫柏樹）
●硬くなりがちな六朝楷書の中に柔軟
性を加味することで温和な作品と
なった。（中澤皐揚）

●「ありがとう」でうめつくされたデ
ザイン性豊かな秀作。（杭迫柏樹）

●ユニークな発想作。一字一字の「あ
りがとう」に心が宿り気迫と願望が
表出した作。（中澤皐揚）

興
静
会
の

　
　
活
動
に
つ
い
て

　
今
後
、
先
生
の
熱
誠
に
応
え
る
べ
く
、

当
会
で
は
、
左
記
の
よ
う
な
活
動
を
お

こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○
公
共
施
設
へ
の
作
品
奉
納
及
び
寄
贈

○
新
元
号
「
令
和
」
書
　
奉
納
大
会

○
揮
毫
機
会
の
創
出

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
会
・

　
研
究
懇
談
会
等
の
開
催

○
筆
塚
の
建
立
と
筆
感
謝
祭
・

　
筆
供
養
な
ど
の
開
催

○
そ
の
他
関
連
す
る
活
動
な
ど

入
会
の
ご
案
内
、
ご
相
談
は

興
静
会
事
務
局
（
小
國
神
社
内
）

（
〇
五
三
八
）
八
九
ー
七
三
〇
二

年
会
費
一
〇
、
〇
〇
〇
円

─ 

電
　
　
話 

─

中
澤
皐
揚
賞（
大
人
の
部
）

宮
司
賞

杭
迫
柏
樹
賞（
子
供
の
部
）

永嶋早苗（41歳）静岡市駿河区
娘が元気にすくすくと大きく
なりますように願い事

稲葉梨紗（39歳）磐田市
「ありがとう」でいっぱいの
令和になりますように願い事

宮
司
賞

金山桜夕（37歳）浜松市中区
戦争のない世界に
なりますように願い事

中
澤
皐
揚
賞（
子
供
の
部
）

落合咲幸（13歳）浜松市天竜区
充実した毎日が送れますように願い事

鈴木南波（17歳）浜松市中区
無病息災願い事

※

詳
細
は
次
号
に
も
掲
載
し
ま
す
。
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本
年
は
、
天
皇
陛
下
の
ご
即
位
に
伴

う
、
大
嘗
祭
当
日
祭
を
十
一
月
十
四
日
に

斎
行
し
た
こ
と
か
ら
、
十
一
月
二
十
三
日

は
、
甲
子
祭
斎
行
に
引
き
続
き
、
小
國
神

社
振
興
会
に
よ
る
奉
納
農
産
物
品
評
会
・

即
売
会
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
本
年

は
、
悪
天
候
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た

が
、
見
事
な
奉
納
農
産
物
が
並
び
ま
し

た
。
全
一
七
〇
点
も
の
農
産
物
を
ご
奉
納

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

即
売
会
に
は
多
く
の
人
々
が
訪
れ
、
高

品
質
、
低
価
格
の
農
産
物
を
買
い
求
め
、

大
変
な
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
品
評
会
で
受
賞
さ
れ
た
方
々

を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
篤

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
小
國
神
社
賞

・
生　

姜　
　

宮
代
東　

髙
木
耕
二

・
治
郎
柿　
　

円
田
下　

北
島
恵
介

・
玄　

米　
　

中
川
上　

鈴
木
定
男

・　

茶　
　
　

中
川
上　

本
多
利
吉

・
白　

菜　
　

牛　

飼　
村
松
伊
佐
雄

●
遠
州
中
央
農
業
協
同
組
合
理
事
長
賞

・
椎　

茸　
　

宮
代
東　

松
尾
貞
子

・
大　

根　
　

宮
代
東　

松
尾
貞
子

・
ゴ
ー
ヤ　
　

米　

倉　

佐
野
正
昭

・
治
郎
柿　
　

谷　

中　

西
尾
貞
雄

・
玄　

米　
　

中
川
上　

伊
藤
忠
男

●
小
國
神
社
振
興
会
賞

・
ブ
ロッコ
リ
ー　
　

宮
代
東　

松
尾
貞
子

・
里　

芋　
　

赤　

根　

鈴
木
正
利

・
ミ
ニ
ト
マ
ト　
　

赤　

根　

藤
田
昌
宏

・
米（
キ
ヌ
ム
ス
メ
）

　
　
　
　
　
　

円
田
上　

鈴
木
伸
明

・
一
番
茶　
　

中
川
下　

山
本　

篤

●
特
等
賞

・
自
然
薯　
　

宮
代
東　

松
尾
貞
子

・
米（
キ
ヌ
ム
ス
メ
）

　
　
　
　
　
　

上
川
原　

野
口
富
彦

・
白　

菜　
　

中
川
上　

本
多
利
吉

・
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ　
　

中
川
下　

山
下
柳
二

●
特
別
賞

・
十
点
出
品　

宮
代
東　

松
尾
貞
子

第
六
十
三
回
奉
納
農
産
物

第
六
十
三
回
奉
納
農
産
物

品 
評 
会 

開 

催

平
成
三
十
一
年
・
令
和
元
年

篤
志
奉
納
者
へ
感
謝
状
贈
呈

　

大
嘗
祭
当
日
祭
に
併
せ
、
昨
年
十
一
月
よ
り
本
年
十
月

ま
で
に
、
大
前
に
ご
奉
納
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ
の
感
謝
状
贈

呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
も
み
じ
を
ご
奉
納
頂
い
た
㈱
庭
政　

代
表
取

締
役　

鈴
木
直
人
様
、
芝
桜
二
五
〇
〇
本
を
ご
奉
納
頂
い

た
一
宮
小
学
校
昭
和
四
十
年
卒
業
生
代
表
平
田
一
利
様
を

は
じ
め
と
す
る
四
名
の
皆
さ
ま
に
感
謝
状
を
贈
呈
い
た
し

ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
ご
奉
納
品
名
と
ご
芳
名
を
掲
載
し
、
改
め
ま

し
て
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
紅
葉　

一
本　
　

㈱
庭
政 

代
表
取
締
役  

鈴
木
直
人

●
日
陰
つ
つ
じ　

十
本
・
遠
州
シ
し
ゃ
く
な
げ　

三
本

　
　
　
　
　
　
　
　

㈲
正
木
樹
芸
研
究
所　

正
木
伸
之

●
芝
桜　

二
五
〇
〇
本

　
　
　
　
　
　
　
　

一
宮
小
学
校
昭
和
四
十
年
卒
業
生　

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表　

平
田
一
利

●
神
饌
米
（
九
年
連
続
ご
奉
納
）

　
　
　
　
　
　
　
　

兼
子
弘
史
・
兼
子
友
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

㈱庭政　代表取締役　鈴木直人様▼

神饌米奉納者　兼子友秀様▼

◀
大
盛
況
の
即
売
会

　
あ
っ
と
い
う
ま
の

　
完
売

◀
品
評
会
・
即
売
会
の

　
ご
奉
仕
を
す
る
会
員
ら

　（
令
和
元
年
11
月
14
日
）
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々
と
お
祭
り

か
み 

ま
つ

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の
な
か
か
ら
生

き
方
を
学
び
信
仰
の
礎
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史
を
ふ
ま
え
、

豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を
生
活
の
な
か
に
生
か
し
、

神
々
と
生
活
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が
繰
り
返
し
行
な

わ
れ
、
私
た
ち
は
そ
の
中
で
信
仰
や
文
化
を
か

た
ち
づ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
お
祭
り
」
と
は
、

日
本
の
伝
統
に
も
と
づ
い
て
、

神
々
に
対
す
る
祖
先
の
こ
こ
ろ
を

今
に
伝
え
る
大
切
な
か
た
ち
で
す
。

神神
々
と
お
祭
り

か
み 

ま
つ

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の
な
か
か
ら
生

き
方
を
学
び
信
仰
の
礎
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史
を
ふ
ま
え
、

豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を
生
活
の
な
か
に
生
か
し
、

神
々
と
生
活
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が
繰
り
返
し
行
な

わ
れ
、
私
た
ち
は
そ
の
中
で
信
仰
や
文
化
を
か

た
ち
づ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
お
祭
り
」
と
は
、

日
本
の
伝
統
に
も
と
づ
い
て
、

神
々
に
対
す
る
祖
先
の
こ
こ
ろ
を

今
に
伝
え
る
大
切
な
か
た
ち
で
す
。

神神
々
と
お
祭
り

か
み 

ま
つ

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の
な
か
か
ら
生

き
方
を
学
び
信
仰
の
礎
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史
を
ふ
ま
え
、

豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を
生
活
の
な
か
に
生
か
し
、

神
々
と
生
活
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が
繰
り
返
し
行
な

わ
れ
、
私
た
ち
は
そ
の
中
で
信
仰
や
文
化
を
か

た
ち
づ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
お
祭
り
」
と
は
、

日
本
の
伝
統
に
も
と
づ
い
て
、

神
々
に
対
す
る
祖
先
の
こ
こ
ろ
を

今
に
伝
え
る
大
切
な
か
た
ち
で
す
。

神神
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社
頭
動
静

◀
袋
井
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
の
留
学
生

◀
松
尾
神
社
上
棟
祭
で
の
餅
撒
き
の
様
子

▶
神
道
講
話
の
様
子

　
（
９
月
１
日
）

▶
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
氏
子

　

青
年
会
の
皆
さ
ま

お
お
　
や
ま
　
く
い
の
か
み

　

八
月
十
八
日
㈰
、
駿
河
国
一
宮
の
富
士
山
本
宮
浅
間

大
社
の
氏
子
青
年
会
の
ご
一
行
が
ご
参
拝
に
な
り
ま
し

た
。
当
日
は
、
当
社
氏
子
青
年
会
会
長
の
筒
井
真
司
様
、

当
社
氏
青
Ｏ
Ｂ
で
現
在
、
全
国
氏
子
青
年
協
議
会
の
岩

瀬
公
紀
全
国
理
事
ら
も
駆
け
つ
け
、
同
志
を
出
迎
え
ま

し
た
。

　

各
単
位
会
活
動
の
情
報
交
換
や
、
神
社
を
中
心
と
し

た
地
域
作
り
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
な
ど
も
活
発
に
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

新
時
代
の
日
本
の
担
い
手
と
し
て
、
か
ん
な
が
ら
の

大
道
に
従
い
、
明
る
く
豊
か
な
社
会
の
建
設
を
目
指
し

日
々
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
氏
子
青
年
会
と
の
交
流

富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
氏
子
青
年
会
と
の
交
流

小
國
神
社
氏
子
青
年
会
と
の
交
流
も
実
現
!!

　

令
和
元
年
九
月
一
日
㈰
に
袋
井
市
豊
沢
地
区
町
づ

く
り
協
議
会
の
皆
さ
ま
が
ご
参
拝
と
研
修
に
訪
れ
ま

し
た
。

　

正
式
参
拝
の
後
は
、
社
務
所
に
て
、
当
社
の
歴
史

や
神
社
神
道
に
つ
い
て
の
講
話
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

町
づ
く
り
協
議
会
の
皆
さ
ま
は
、
熱
心
に
耳
を
傾

け
ら
れ
、
様
々
な
質
問
も
あ
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

「
遠
江
の
地
（
今
の
遠
州
地
方
）
の
護
り
神
と
し
て
、

袋
井
市
も
そ
の
ご
加
護
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
こ
と
は

大
変
あ
り
が
た
い
」
や
「
素
晴
ら
し
い
伝
統
や
文
化

の
宝
庫
で
あ
る
神
社
を
護
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
」

で
あ
る
な
ど
の
意
見
も
あ
が
り
ま
し
た
。

神
道
を
学
ぶ

袋
井
市
豊
沢
地
区
町
づ
く
り
協
議
会

神
道
を
学
ぶ

袋
井
市
豊
沢
地
区
町
づ
く
り
協
議
会

小
國
神
社
は
生
涯
学
習
の
場
で
も
あ
り
ま
す

　

大
山
咋
神
を
お
祀
り
す
る
松
尾
神
社
の
創
建
は
古

く
、
安
政
三
年
の
文
書
に
も
そ
の
記
録
が
伺
え
ま
す
。

当
社
の
末
社
（
現
在
は
兼
務
社
）
と
し
て
明
治
年
間

に
現
在
の
地
に
鎮
ま
り
ま
し
た
。
以
来
、
赤
根
地
区

の
鎮
守
様
と
し
て
現
在
に
い
た
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
七
日
、

心
な
い
放
火
に
よ
り
本
殿
以
下
社
殿
、
社
務
所
が
消

失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
氏
子
、
総
代
の
皆
さ
ま
に
よ
り
い
ち
早

く
再
建
の
声
が
あ
が
り
、
松
尾
神
社
建
設
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
が
れ
き
の
処
理
や
再
建
に
向
け
た
協
議

を
重
ね
、
令
和
元
年
九
月
十
四
日
㈯
に
め
で
た
く
上

棟
祭
を
斎
行
す
る
こ
と
が
叶
い
ま
し
た
。

兼
務
社
松
尾
神
社
上
棟
祭
の
斎
行

兼
務
社
松
尾
神
社
上
棟
祭
の
斎
行

氏
子
地
域
の
安
寧
と
反
映
を
願
い
�

社
殿
の
再
建
へ
!!

　

七
月
二
十
日
㈯
に
、
袋
井
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
（
会
長
：
浅
羽
一
芳
）
皆

さ
ま
が
ご
参
拝
に
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
留
学
生
二
〇
名
が
正
式
参
拝
を

し
た
後
に
、
研
修
室
で
浅
羽
一
芳
会
長
に
よ
る
日
本
の
伝
統
文
化
と
日
越
の

友
好
に
つ
い
て
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
独
立
史
を
辿
る
上
で
、
遠
江
国
山
名
郡
梅
山
村
（
現
在
の
袋
井

市
）
の
浅
羽
佐
喜
太
郎
と
「
日
本
賞
賛
論
」
を
掲
げ
た
ベ
ト
ナ
ム
の
フ
ァ
ン

ボ
イ
チ
ョ
ウ
と
の
交
流
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
植
民
地
支
配
か
ら
の
独
立
へ

の
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

七
十
五
年
た
っ
た
現
在
も
そ
の
友
好
関
係
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
、
互
い
の
国
の
伝
統
や
文
化
を
尊
重
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
関
係
を
築
い

て
ゆ
け
る
よ
う
に
私
た
ち
も
常
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

袋
井
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
留
学
生
の
ご
参
拝

袋
井
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
留
学
生
の
ご
参
拝

国
際
交
流
の
舞
台
は
小
國
神
社
!!
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十
一
月
二
十
四
日
㈰
に
小
國
神
社
の
秋
を
彩
る
賑
わ
い

の
催
し
「
も
み
じ
ま
つ
り
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
境
内
各
所
で
は
、
鈴
木
玉
詩
江
恵
様
ご
一
行
に
よ
る
和

琴
の
奉
納
演
奏
や
縄
巻
修
己
様
に
よ
る
尺
八
奉
納
演
奏
の

優
雅
な
音
色
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
　
　

　
ま
た
、
本
年
は
裏
千
家
大
須
賀
喜
久
子
先
生
ら
に
よ
る

天
皇
陛
下
の
ご
即
位
を
奉
祝
し
た
呈
茶
席
な
ど
も
行
わ
れ

賑
わ
い
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
参
拝
の
皆
さ
ま
が
風
情
を
楽
し
み
な
が
ら
、
散
策
を

楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

も
み
じ
ま
つ
り

も
み
じ
ま
つ
り

◀
遠
州
と
こ
わ
か
塾

　

北
海
道
森
町

◀
友
好
親
善
団
の
子
供
た
ち

▶
伊
勢
山
皇
大
神
宮
創
建
一
五
〇
年

　

記
念
事
業
で
の
ご
参
拝（
９
月
28
日
）

▶
坪
井
聡
弥
さ
ん
ご
一
家
、

　

三
つ
子
の
お
宮
参
り（
11
月
３
日
）

　
九
月
二
十
七
日
㈰
第
十
期
第
一
回
目
の

『
遠
州
と
こ
わ
か
塾
』を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
者
家

族
連
絡
会
事
務
局
長
の
横
田
拓
也
先
生
を
お

招
き
し
、
拉
致
問
題
の
実
情
と
被
害
者
す
べ

て
の
即
時
一
括
帰
国
の
実
現
に
向
け
た
世
論

後
押
し
の
重
要
性
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
先
生
は
、
「
北
朝
鮮
の
意
識
は
対
米
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
非
核
化
と
拉
致
問
題
を
切

り
離
す
こ
と
な
く
、
交
渉
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
問
題
を
風
化
さ
せ

ず
毅
然
と
し
た
国
民
の
姿
勢
を
北
朝
鮮
に
示

す
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

第
十
期
遠
州
と
こ
わ
か
塾
開
塾
!!

第
十
期
遠
州
と
こ
わ
か
塾
開
塾
!!

常
に
心
の
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
�

感
性
を
高
め
る

秋
色
に
染
ま
る
ご
神
域
で

賑
わ
い
の
ひ
と
と
き
を

　
令
和
元
年
十
月
二
十
日
㈰
、
日
本
の
神
話
に
親
し
む
会

（
代
表
た
た
ら
な
お
き
）
の
皆
さ
ま
に
よ
る
読
み
聞
か
せ

上
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
神
話
に
親
し
む
会
は
、

日
本
の
伝
統
や
文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
地
域
の
お
母
さ

ん
た
ち
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
絵
本
造
形
作
家
の
た
た
ら
な
お
き
さ
ん
の
作
品
を
中
心

に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
心
温
ま
る
活
動
は
、
多
く
の
人
々
を

魅
了
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
、
古
事
記
絵
巻
「
国
生
み
」
と
「
小
國
神
社
も

の
が
た
り
」
の
二
作
品
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
色
鮮
や
か

で
躍
動
感
溢
れ
る
作
品
と
読
み
手
の
優
し
い
声
に
子
ど
も

た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
物
語
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
日
頃
よ
り
、
日
本
の
神
話
や
伝
統
、
地
域
の
逸
話
に
親

し
む
こ
と
は
心
を
豊
か
に
し
、
郷
土
愛
を
育
み
ま
す
。

日
本
の
神
話
に
親
し
む
会
に
よ
る

﹁
小
國
神
社
も
の
が
た
り
﹂
の
上
演
会

日
本
の
神
話
に
親
し
む
会
に
よ
る

﹁
小
國
神
社
も
の
が
た
り
﹂
の
上
演
会

地
域
の
お
母
さ
ん
が
優
し
く
語
り
伝
え
る

▲防災訓練の実施（9月24日）

日本の神話に親しむ会の皆様▲

　
七
月
二
十
七
日
㈯
に
友
好
町
で
あ
る
、

北
海
道
森
町
の
児
童
友
好
団
が
参
拝
に
な

り
ま
し
た
。
両
町
の
児
童
た
ち
は
、
旧
知

の
友
人
の
よ
う
に
笑
い
あ
い
な
が
ら
楽
し

そ
う
に
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
社
に
一
三
〇
〇
余
年
前
よ
り

伝
わ
る
「
古
式
十
二
段
舞
楽
」
の
説
明
の

際
に
は
、
北
海
道
森
町
の
児
童
が
そ
の
歴

史
の
深
さ
に
、
「
森
町
（
北
海
道
）
に
は

そ
ん
な
に
古
く
か
ら
続
く
も
の
は
な
い
で

す
。
」
と
感
嘆
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
正
式
参
拝
へ
向
か
う
、
児
童
ら
の
真
剣

な
眼
差
し
が
大
変
印
象
的
で
し
た
。

　
参
拝
の
後
は
、
小
國
こ
と
ま
ち
横
丁
で

思
い
思
い
に
お
土
産
を
買
い
求
め
て
い
ま

し
た
。

北
海
道
森
町
児
童
生
徒

友
好
親
善
団
の
ご
参
拝

北
海
道
森
町
児
童
生
徒

友
好
親
善
団
の
ご
参
拝

森
町
の
子
ど
も
た
ち
が

お
も
て
な
し
!!
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「
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
年
が
明
け
る
と
日
本
中
が
こ
の

言
葉
に
包
ま
れ
ま
す
。
「
お
め
で
と

う
」
と
挨
拶
を
さ
れ
る
と
、
誰
も
が

「
お
め
で
と
う
」
と
答
え
ま
す
。
慣
れ

親
し
ん
だ
光
景
で
す
が
、
「
お
正
月
」

が
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
お
い
て
特
別
な

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
神
代
よ
り
、
日
本
人
は
稲
作
を
中
心

と
し
た
生
活
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。
春

に
蒔
か
れ
た
籾
は
早
苗
と
な
り
、
初
夏

の
田
植
え
を
経
て
、
秋
に
は
黄
金
色
の

稲
穂
を
た
わ
わ
に
稔
ら
せ
ま
す
。
そ
し

て
、
冬
に
な
る
と
お
米
の
一
粒
一
粒
が

新
し
い
生
命
を
蓄
え
、
巡
り
来
る
春
を

待
ち
ま
す
。
私
た
ち
の
祖
先
は
、
こ
の

時
の
な
が
れ
を
「
年（
歳
）」
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
お
正
月
は
、
単
に
一
年
の
始
り
だ
け

で
は
な
く
、
農
事
を
始
め
る
前
に
、
そ

の
年
が
豊
作
で
あ
る
よ
う
に
神
さ
ま
に

お
祈
り
す
る
大
切
な
神
ま
つ
り（
予
祝
）

で
し
た
。

　
今
日
で
は
、
本
来
の
意
味
が
忘
れ
ら

れ
が
ち
で
す
が
、
お
正
月
は
『
神
さ
ま

と
人
と
を
結
び
つ
け
、
家
庭
の
和
を
育

む
大
切
な
伝
統
行
事
』
の
一
つ
で
す
。

　
わ
ら
べ
歌
の
中
に

「
お
正
月
さ
ま
が
ご
ー
ざ
っ
た

何
処
ま
で
ご
ー
ざ
っ
た
　
神
田
ま
で
ご
ー
ざ
っ
た

何
に
乗
っ
て
ご
ー
ざ
っ
た 

交
譲
木
（
ゆ
ず
り
は
）
に
乗
っ
て

ゆ
ず
り
ゆ
ず
り
ご
ー
ざ
っ
た
」

と
い
う
歌
が
あ
り
ま
す
。
お
正
月
の
訪
れ
を
指
折
り
数
え
て

待
つ
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
昔
も
今
も
変

わ
ら
な
い
心
持
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
出
て
く
る
「
お
正
月
さ
ま
」
は
「
歳
神
さ

ま
」
の
こ
と
で
、
年
の
始
め
に
家
を
訪
れ
、
家
族
に
幸
せ
を
授

け
る
神
さ
ま
で
す
。

　
こ
の
歳
神
さ
ま
は
稲
の
魂
で
あ
る
と
と
も
に
ご
先
祖
さ
ま

の
御
霊
と
一
体
の
も
の
で
あ
る
と
の
信
仰
が
あ
り
ま
す
。

　
年
末
か
ら
お
正
月
に
か
け
て
行
な
わ
れ
る
様
々
な
行
事
は
、

す
べ
て
こ
の
歳
神
さ
ま
を
お
ま
つ
り
す
る
た
め
の
も
の
な
の

で
す
。

暮
ら
し
に
生
き
る「
神
道
」

お
正
月
は
歳
神
さ
ま
を

　
　
　
　
　
お
祀
り
す
る
神
事

歳
神
さ
ま
を
お
迎
え
す
る
た
め
に

お
正
月

お
正
月

「
お
正
月
」
は
、
神
さ
ま
と
人
を
結
び
つ
け
、
家
庭
の
和
を
育
む
。

が
改
ま
り
�
心
も
改
ま
る

　
年
の
暮
れ
に
な
る
と
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
大
掃
除
を
し
て
、
お
正
月
を
迎
え
る
準
備

を
お
こ
な
い
ま
す
。
大
掃
除
の
と
き
に
は
、
神
だ
な
や
御
霊
舎
を
綺
麗
に
し
、
お
神
札

も
新
し
く
し
ま
す
。
玄
関
に
注
連
飾
り
や
、
門
松
を
飾
る
の
は
、
そ
の
場
所
が
清
浄
で

あ
る
と
示
し
、
歳
神
さ
ま
を
家
に
お
迎
え
す
る
目
印
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
鏡
餅
を

飾
っ
て
歳
神
さ
ま
に
お
供
え
を
し
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
核
家
族
化
や
住
環
境
の
変
化
に
よ
り
マ
ン
シ
ョ
ン
や

洋
室
な
ど
で
お
正
月
を
迎
え
る
場
合
、
「
門
松
を
飾
る
場
所
が
な
い
。

床
の
間
が
な
い
」
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
よ
う
な
場
合
は
、
市
販
の
正
月
飾
り
を
用
い
た
り
、
タ
ン
ス
や
飾

り
棚
の
上
に
鏡
餅
を
お
供
え
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、
清
々
し
い
気
持
ち
で
迎
春
準
備
を
整

え
、
真
心
で
神
さ
ま
を
お
迎
え
す
る
こ
と
で
す
。

と
し

よ  

し
ゅ
く

み
た
ま

み
た
ま
や

と
し
　 

が
み

年日
本
中
が
﹁
お
め
で
と
う
﹂
の

声
に
つ
つ
ま
れ
る
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新
し
い
年
、
新
し
い

　
お
神
札
、
お
守
り
を

ふ
　
　
　
だ

　

昨
年
も
ご
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
、
絵
馬
師
の
永
崎
ひ
ま
る
さ
ん
が
デ
ザ

イ
ン
を
し
た
、
干
支
絵
馬
付
き
破
魔
矢
を
本
年
も
お
正
月
よ
り
授
与
い
た
し

ま
す
。

　

本
年
の
干
支
絵
馬
は
、「
古
事
記
」・「
日
本
書
紀
」
に
お
い
て
、
ご
祭
神

を
助
け
た
良
獣
ね
ず
み
の
親
子
が
力
を
合
わ
せ
て
大
き
な
、
大
き
な
打
ち
出

の
小
槌
を
担
ぎ
上
げ
て
い
る
姿
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
縁
起
の
良
い
図
柄
と

な
っ
て
い
ま
す
。
本
作
品
は
、
ご
祭
神
と
ご
縁
の
深
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
よ
り
ご
加
護
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
た
、
当
社
で
の

み
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
特
別
な
授
与
品
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
令
和
の
御
代
を
迎
え
、
多
く
の

人
々
が
社
頭
に
訪
れ
大
変
な
賑
わ
い
と
な
り
ま

し
た
。
以
前
か
ら
、
ご
参
拝
の
皆
さ
ま
よ
り
財

布
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
薄
い
形
の
お
守
り

を
頂
き
た
い
と
の
声
は
上
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、

近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｉ
Ｃ
系
の
交
通

カ
ー
ド
を
お
持
ち
に
な
る
方
が
増
え
る
中
、
そ

れ
ら
を
納
め
る
ケ
ー
ス
の
中
に
、
お
守
り
を
頂

き
た
い
と
の
声
も
聞
こ
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
皆
さ
ま
の
一
層
の
幸
せ
を
願
い
、

薄
型
で
様
々
な
ケ
ー
ス
に
も
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
開
運
招
福
の
カ
ー
ド
守
り
を
奉
製
い
た

し
ま
し
た
。
小
國
神
社
の
ご
祭
神
、
だ
い
こ
く

様
と
ご
神
徳
の
象
徴
で
あ
る
打
ち
出
の
小
槌
が

描
か
れ
た
縁
起
の
良
い
独
自
の
お
守
り
と
な
り

ま
す
。

　

時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
神
さ
ま
の
ご
加
護
は

変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
皆
さ
ま

に
、
よ
り
身
近
に
お
守
り
を
お
持
ち
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

祈
願
ま
た
は
祈
願
成
就
の
感
謝
の
証
と
し
て
神
社
に
奉
納
す
る
、
馬
の
絵

を
描
い
た
額
の
こ
と
を
「
絵
馬
」
と
い
い
ま
す
。 

　

日
本
で
は
古
く
か
ら
、
神
さ
ま
の
乗
り
物
と
し
て
馬
が
神
聖
視
さ
れ
、
お

祭
り
や
祈
願
の
と
き
に
生
き
た
馬
を
奉
納
す
る
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

代
わ
り
と
し
て
、
板
に
馬
の
絵
を
描
き
奉
納
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
絵
馬

の
起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

現
代
で
は
、
図
柄
は
多
様
化
し
、
病
気
平
癒
を
願
う
絵
馬
や
安
産
や
子
育

て
な
ど
の
絵
馬
が
次
第
に
増
え
て
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
入
学
祈
願
や
就
職
、

良
縁
を
求
め
る
た
め
の
絵
馬
が
増
え
て
い
ま
す
。

〜
生
活
空
間
に
そ
っ
と
寄
り
添
う
、縁
起
物
〜

か
の
え
　  

ね

え
　
　
　
と
　
　 

ど
　
　 

れ
い

庚
子 

小
國
神
社
干
支
土
鈴

特
別

奉
製

絵
馬
師
　
永
崎
ひ
ま
る
謹
製

干
支
絵
馬
付
き
破
魔
矢

特
別

奉
製

〜
ご
参
拝
の
皆
さ
ま
の
声
に
よ
り

　
　
　
　  

授
与
を
始
め
ま
す
〜

開
運
招
福
の
カ
ー
ド
守
り

特
別

奉
製

『
絵
馬
』の
歴
史
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

永崎ひまる

　伊勢の神宮をはじめ、宗像大社など
数々の神社に大絵馬を奉納。平成二十八
年には、伊勢志摩サミットを記念した大
絵馬を安倍首相に献上。
　また、二〇一四グルマン世界料理本大
賞イラストレーション部門のグランプリ
に選出、読売新聞の書評欄「本よみうり
堂」などでも紹介される。
　絵馬をはじめとする様 な々イラストレーショ
ンやデザインを通して日本の文化を世界
に広める活動を展開している。

プロフィール

絵馬師・和風画家・作家
平成二十七年度
　　　　神道文化賞受賞

（
授
与
料
一
、五
〇
〇
円
）

（
授
与
料
一
、〇
〇
〇
円
）

（
授
与
料
一
、〇
〇
〇
円
）

岡本政志…張り子作家で、干支土鈴の型を作成。
暖かみと優しさ溢れる作品が特徴。

中野日和…三重県桑名市在住の画家、改組日展、
光風会展など多数入選。

　　　　　干支土鈴の総合デザインなど担当。
渡辺誠弥…三重県桑名市在住、元NHKアナウン

サーで文筆家。カフェテラス「ブナの
木」で蕎麦も打つ。封入されている
『干支土鈴の吉祥縁起ばなし』の監修
など担当。

作 り 手

れ や かにこころ 晴

　

小
國
神
社
と
土
鈴
の
出
会
い
は
、
民
俗
学
者

折
口
信
夫
の
高
弟
鈴
木
正
彦
先
生
が
多
年
の
研

究
の
中
で
収
集
し
た
一
万
数
千
点
の
土
鈴
が
、

多
く
の
方
々
の
ご
縁
に
よ
り
小
國
神
社
に
寄
進

さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

　

令
和
二
年
は
、
令
和
最
初
の
『
子
年
』
で
十

二
支
始
ま
り
の
年
に
あ
た
り
、
さ
ら
に
は

『
子
』（
ね
ず
み
）
は
、
大
己
貴
命
（
大
国
主
命
）

の
命
を
救
っ
た
良
獣
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
神

社
に
お
参
り
下
さ
る
皆
さ
ま
の
幸
せ
を
願
い
、

他
で
は
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
独
自
の
土

鈴
を
奉
製
い
た
し
ま
し
た
。

　

生
活
空
間
に
寄
り
添
う
、
手
の
り
サ
イ
ズ
の

可
愛
ら
し
い
縁
起
物
で
す
。

ね    

ど
し

え
ん   

ぎ    

も
の



　

小
國
神
社
で
は
特
に
大
切
に
し
て
い
る

年
の
一
つ
で
す
。
干
支
の
子
（
ね
ず
み
）

は
、
十
二
支
が
廻
っ
て
、
一
番
目
の
始
ま

り
の
年
と
な
り
、
子
は
す
ぐ
に
子
ね
ず
み

が
増
え
て
成
長
す
る
こ
と
か
ら
、
子
孫
繁

栄
の
意
味
が
あ
る
と
さ
れ
、
世
代
が
引
き

継
が
れ
、
循
環
し
て
い
く
年
な
ど
と
も
言

わ
れ
ま
す
。

　

ご
祭
神
大
己
貴
命
（
だ
い
こ
く
様
）
が

国
造
り
を
始
め
た
の
が
、
甲
子
の
年
と
当

社
に
伝
わ
る
こ
と
か
ら
も
「
子
年
」
は
大

変
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
事
記
の
記
述
よ
る
と
、
当
社
の
ご
祭

神
で
あ
る
大
己
貴
命
（
大
国
主
命
）
が
須

佐
之
男
命
よ
り
試
練
の
火
攻
め
を
受
け
、

広
野
の
中
で
野
火
に
囲
ま
れ
て
身
動
き
が

取
れ
な
く
な
っ
て
い
た
際
、
ね
ず
み
が
足

元
の
大
穴
を
「
内
は
ほ
ら
ほ
ら　

外
は
す

ぶ
す
ぶ
」
と
指
し
示
し
、
大
己
貴
命
は
そ

の
穴
に
飛
び
込
み
、
火
が
燃
え
す
ぎ
る
の

を
待
っ
て
助
か
っ
た
と
い
う
神
話
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
、
ね
ず
み
は
小
國
神
社
の
ご
祭

神
大
己
貴
命
の
命
の
恩
人
と
い
え
ま
す
。

　

「
甲
子
園
球
場
」
の
完
成
は
大
正
十
三

年
（
一
九
二
四
年
）
八
月
一
日
で
す
。
こ

の
年
は
、
奇
し
く
も
、
十
干
、
十
二
支
の

そ
れ
ぞ
れ
最
初
の
「
甲
（
き
の
え
）
」
と

「
子
（
ね
）
」
が
六
十
年
ぶ
り
に
出
合
う

年
で
し
た
。
縁
起
の
よ
い
こ
の
年
に
ち
な

ん
で
、
こ
の
付
近
一
帯
を
「
甲
子
園
」
と

名
付
け
た
の
が
は
じ
ま
り
で
す
。

1月20日(月)〜2月3日(月)2年　和

　

厄
年
に
は
、
人
生
の
節
目
を
大
切
に
し
た
生
活
の

知
恵
や
教
訓
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

身
体
の
変
調
期
や
生
活
環
境
の
変
わ
り
目
に
あ
た

り
、
体
調
を
崩
し
や
す
い
と
き
に
重
な
り
ま
す
。

　

厄
除
祈
祷
の
際
に
授
与
さ
れ
た
お
神
札
を
お
ま
つ

り
し
、
お
守
り
を
身
近
に
持
っ
て
、
健
康
に
留
意
し

な
が
ら
慎
み
深
く
生
活
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

無
事
に
年
を
重
ね
た
こ
と
の
喜
び
を
か
み
し
め
、

神
々
に
「
生
か
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
感
じ
、
日
々

の
家
庭
の
お
ま
つ
り
を
通
じ
て
清
々
し
い
心
で
生
活

し
た
い
も
の
で
す
。

厄
年
の
過
ご
し
方

令
和
二
年
庚
子
年（
ね
ず
み
）

か
の
え
ね

二
〇
二
〇
年

子
年
と
は
？

厄
年
と
は
？

　

古
く
か
ら
日
本
に
伝
わ
る
考
え
方
で
、
身
の
回

り
の
凶
事
・
体
調
不
良
な
ど
様
々
な
難
を
招
き
や

す
い
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

男
性
は
二
十
五
歳
・
四
十
二
歳
・
六
十
一
歳
、

女
性
は
十
九
歳
・
三
十
三
歳
、
三
十
七
歳
が
「
本

厄
」
の
年
と
さ
れ
、
前
後
の
年
齢
を
「
前
厄
」・「
後

厄
」
と
言
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
年
は
神
事
で
重
要
な
「
役（
や
く
）」

を
担
う
風
習
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
厄
年
の
語
源

で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
神
さ
ま
に
失
礼

の
な
い
よ
う
慎
み
、
心
身
を
清
浄
に
す
る
た
め
、

ご
祈
祷
を
受
け
た
の
が
厄
除
の
は
じ
ま
り
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

大
国
様
と
ね
ず
み

だ
い
　 

こ
く

小
國
神
社
と

子
年（
ね
ど
し
）

子
年
の
よ
も
や
ま
話

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と

き
の
え
ね

さ
の
お
の
み
こ
と

厄
除

大
祭

健
康
で
充
実
し
た
人
生
を
願
っ
て

す

16

　

今
年
も
、
小
國
神
社
で
は
、
一
月
二

〇
日
㈪
〜
二
月
三
日
㈪
ま
で
厄
除
大
祭

（
や
く
よ
け
た
い
さ
い
）
を
執
り
行
い

ま
す
。
厄
年
の
お
祓
い
を
は
じ
め
八
方

塞
除
け
、
黒
星
災
難
除
け
、
災
い
除
け

な
ど
諸
々
の
ご
祈
祷
を
ご
奉
仕
い
た
し

ま
す
。
祈
祷
受
付
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

（
初
穂
料
五
、
〇
〇
〇
円
か
ら
）

春
に
祈
る
、
充
実
し
た

一
年
を
願
っ
て

令和2年八方塞がり・黒星一覧表 令和2年厄年一覧表
八方塞がり【七赤金星】

万事に慎重を要する年まわりと言われています

※上記の年齢は数え年です ※上記の年齢は数え年です ※上記の年齢は数え年です ※上記の年齢は数え年です

運気が低迷する年まわりと言われています
黒　　　星【三碧木星】 男　　性 女　　性

昭和 23 年
昭和 32 年
昭和 41 年
昭和 50 年
昭和 59 年
平成   5 年
平成 14 年
平成 23 年

73 歳
64 歳
55 歳
46 歳
37 歳
28 歳
19 歳
10 歳

昭和 18 年
昭和 27 年
昭和 36 年
昭和 45 年
昭和 54 年
昭和 63 年
平成   9 年
平成 18 年

前　厄 本　厄 後　厄78 歳
69 歳
60 歳
51 歳
42 歳
33 歳
24 歳
15 歳

60歳 61歳 62歳

昭和36年 昭和35年 昭和34年

41歳 42歳 43歳

昭和55年 昭和54年 昭和53年

24歳 25歳 26歳

平成  9年 平成  8年 平成  7年

前　厄 本　厄 後　厄

36歳 37歳 38歳

昭和60年 昭和59年 昭和58年

32歳 33歳 34歳

平成元年 昭和63年 昭和62年

18歳 19歳 20歳

平成15年 平成14年 平成13年
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小
國
神
社
で
は
、
令
和
の
御
代
替
わ
り
を
お
祝
い
し
、
天
皇
陛
下
御
即

位
記
念
『
令
和
の
お
屋
根
替
え
』
〜
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
祈
り
・
技
・
美
〜

を
、
四
年
の
歳
月
を
か
け
、
御
本
殿
以
下
社
殿
群
の
お
屋
根
の
葺
き
替
え

工
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

当
社
の
御
本
殿
以
下
社
殿
の
お
屋
根
は
、
日
本
唯
一
の
伝
統
技
法
「
檜

皮
葺
」（
檜
の
皮
で
屋
根
を
葺
く
技
法
）
で
葺
か
れ
た
屋
根
で
す
。
古
来

よ
り
、
そ
の
造
形
の
柔
ら
か
な
曲
線
と
風
合
い
に
代
表
さ
れ
る
繊
細
な
優

美
さ
は
、
日
本
の
風
土
と
調
和
し
て
き
ま
し
た
。
古
典
文
学
「
枕
草
子
」

に
は
、『
雪
は
檜
皮
葺
、
い
と
め
で
た
し
。
す
こ
し
消
え
が
た
に
な
り
た

る
ほ
ど
。…

』
と
綴
ら
れ
、
白
雪
と
檜
皮
の
屋
根
が
織
り
な
す
色
の
絶
妙

な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
風
情
豊
か
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
的
な
葺
き
替
え
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
材

そ
の
も
の
の
美
し
さ
を
喜
び
讃
え
、
清
ら
か
な
状
態
を
大
切
に
し
て
き
た

私
た
ち
の
祖
先
が
造
り
だ
し
た
「
日
本
の
美
」
で
あ
り
、
古
よ
り
変
わ
る

こ
と
の
な
い
神
様
へ
の
「
祈
り
」
が
、
そ
の
「
技
」
と
「
美
」
を
護
り
伝

え
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
御
本
殿
以
下
社
殿
の
お
屋
根
は
、
古
い
も
の

で
は
六
十
余
年
、
新
し
い
も
の
で
も
四
十
余
年
の
月
日
が
経
過
し
て
お
り

ま
す
。
檜
皮
を
使
っ
た
お
屋
根
は
た
び
た
び
補
修
を
施
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
耐
用
年
数
を
考
慮
す
る
と
き
、
葺
き
替
え
工
事
に
着
手
す
る
べ
き
と

判
断
致
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
祭
神
、
大
己
貴
命
が
鎮
ま
る
御
本
殿
を
は
じ
め
社

殿
の
常
若
（
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
あ
る
こ
と
）
に
努
め
、
先
人
が
護
り

伝
え
て
き
た
、「
祈
り
の
精
神
文
化
」
と
貴
重
な
「
伝
統
技
術
」
を
次
世

代
に
つ
な
ぎ
、
よ
り
一
層
神
さ
ま
の
ご
加
護
を
戴
け
ま
す
よ
う
、
本
事
業

を
進
め
て
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。

　

世
情
厳
し
い
折
か
と
存
じ
ま
す
が
何
卒
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
支
援
、
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

遠
江
国
一
宮　

小
國
神
社　
　
　
　

宮
司　

打
田　

文
博

　
　
　
　
　
　

小
國
神
社
崇
敬
奉
賛
会　
　
　
　
　

会
長　

鈴
木　
　

覺

　
　
　
　
　
　

天
皇
陛
下
御
即
位
記
念
事
業
「
令
和
の
お
屋
根
替
え
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
財
委
員
会
委
員
長　

松
井　

宏
悦

ご
奉
賛
の
お
願
い

み　

よ　

が

や　

ね　

が

わ
だ
ぶ
き

ひ
の
き

ひ
わ
だ

ひ
わ
だ

さ
い  

じ
ん

と
こ  

わ
か

ひ

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と

ね

や

が

令
和
の

お
屋
根
替
え

次
世
代
へ
繋
ぐ　

祈
り
・
技
・
美

天
皇
陛
下

御
即
位
記
念

OK
UN
IJ
IN
JA

 　
　

　
　

　　　　　　　
　

　
　

 O
K
U
N
IJINJAOK

UN
IJ
IN
JA

 　
　

　
　

　　　　　　　
　

　
　

 O
K
U
N
IJINJA

社
務
所
に
て
お
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

（
そ
の
他
の
方
法
を
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）

第１期工事　令和2年1月14日～  3月31日：真名井
　　　　　　令和2年2月12日～10月20日：神徳殿・渡り殿
第２期工事　令和3年2月12日～10月30日：御本殿
　　　　　　令和4年2月12日～  5月30日：並宮
第３期工事　令和4年4月20日～12月10日：拝殿
　　　　　　令和5年2月12日～10月30日：中門、幣殿

工期日程

お屋根替えにともなう主な文化事業
（葺き替え工事現場見学会）
屋根葺き替え作業の様子を一般公開いたします。
日程、お申し込み方法は、改めてお知らせいたします。

○お問い合わせ先：小國神社崇敬奉賛会事務局
〒437-0226　静岡県森町一宮3956-1
電話：0538-89-7302　Email  oyanegae@okunijinja.or.jp
「令和のお屋根替え」～ 次世代へつなぐ 祈り・技・美 ～
公式WEBサイト　okunijinja.or.jp/oyanegae/

奉
賛
金
に
つ
い
て

ご寄付に関する詳しいお問い合わせは、
小國神社崇敬奉賛会事務局までお願いいたします。

御本殿
●
御本殿
● ●並宮●並宮

真名井●真名井●幣殿
●
幣殿
●

神徳殿●神徳殿●

●渡り殿●渡り殿拝殿
●
拝殿
●

修
復
を
必
要
と
す
る
檜
皮
葺
屋
根

募財期間：令和元年  8月 1日から
　　　　　令和５年10月30日まで
総 予 算：3億5,000万円

▶
永
い
年
月
に
亘
っ
て
雨
風
に
晒
さ
れ
た
屋
根
は
、
損
傷
や
経
年
劣
化
、

　
植
物
の
侵
食
な
ど
が
確
認
で
き
ま
す
。
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創業当時の記録

介
紹
人
職

拝殿前奉賛所にて

特別展示中です。

た
し
応
適
に
土
風
の
本
日
と
美
形
造
な
雅
優

法
技
統
伝
の
」
美
と
用
「

檜
「法
技
統
伝
の
来
古
本
日、
は
根
屋
お
の
社
神
國
小
　

た
れ
か
葺
で
）
法
技
く
葺
を
根
屋
で
皮
の
檜
（」
葺
皮

。
す
で
根
屋

に
築
建
級
上
は
で
代
時
良
奈
、
り
ま
広
に
代
時
鳥
飛
　

工
根
屋
い
高
の
式
格
も
最
は
に
代
時
安
平
、
れ
ら
い
用

。
た
し
ま
れ
ら
い
用
に
ど
な
築
建
社
神
、
り
な
と
法

け
だ
皮
く
な
と
こ
る
す
採
伐
を
檜
の
上
以
年
百
齢
樹
　

る
も
ま
を
社
御
ら
か
風
雨
の
上
以
年
十
三
、
は
根
屋
葺

国
、
た
え
揃
ね
兼
を
美
線
曲
い
し
美
で
細
繊
と
性
能
機

も
て
し
と
産
資
化
文
の
有
特
本
日
い
な
見
を
例
は
に
外

。
す
ま
い
て
れ
さ
知
認

葺
皮
檜ひ 

わ 

だ

ぶ 

き

大正 4 年創業。兵庫県丹波市で 100 余年の
歴史をもつ。日本古来の技法で、国の選定
保存技術に指定されている檜皮葺・杮葺・
茅葺の職人技術をもち、国内の国宝・重要
文化財等社寺仏閣の屋根を葺く。
創業年に「遠江国一宮 小國神社 檜皮葺屋
根の葺替え」を施工した記録が残る。

ね

や

が

令
和
の
お
屋
根
替
え

綴皮工程の動画が
ご覧頂けます。檜皮を整える村上社寺工芸社の職人達

20～30 本程の竹釘を口に含み、舌を使って一本ずつ口から釘を出
します。金槌を握る手で釘を掴み、屋根金槌の「伏金」と呼ばれ
る部分で檜皮に差込み、金槌で打ち込みます。金槌の格子状の溝
により竹釘の頭が潰れ、抜けない形状で完全に打ち込まれます。

片手釘打の動画が
ご覧頂けます。

職人の技【 片手で竹釘を打つ 】
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お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
天
皇

陛
下
御
即
位
記
念
「
令
和
の
お
屋
根
替
え
」
の
趣

旨
を
ご
理
解
頂
い
き
、
ご
支
援
、
ご
奉
賛
を
賜
り

ま
す
こ
と
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
奉
納
頂
い
た
ご
浄
財
は
造
営
資
金
と
し
て
大

切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
職
員
一
同
、
更
な
る
ご
神
徳
の
発
揚
に
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
変
わ
ら
な
い
ご
崇
敬
を

賜
り
ま
す
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　
こ
こ
に
、
ご
芳
名
を
掲
載
し
、
改
め
ま
し
て
重

ね
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

天
皇
陛
下
御
即
位
記
念

天
皇
陛
下
御
即
位
記
念

令
和
の
お
屋
根
替
え

令
和
の
お
屋
根
替
え

〜 

次
世
代
へ
つ
な
ぐ 
祈
り
・
技
・
美 

〜

〜 

次
世
代
へ
つ
な
ぐ 
祈
り
・
技
・
美 

〜

『
ご
奉
賛
の
皆
さ
ま
』

『
ご
奉
賛
の
皆
さ
ま
』

●
三
百
萬
円
以
上

　
小
國
こ
と
ま
ち
横
丁

●
壱
百
萬
円
以
上

　
打
田
　
文
博

　
松
井
　
宏
悦

　
依
藤
　
道
夫

●
五
拾
萬
円
以
上

　
土
屋
　
克
彦

　
梅
林
　
布
男

　
近
藤
　
哲
朗

　
小
澤
　
芳
巳

　
筒
井
　
輝
男

　
松
井
　
國
雄

　
平
田
　
辰
夫

　
鈴
木
　
　
篤

　
セ
ル
コ
㈱

　
　
代
表
取
締
役

　
　
　
西
川
　
和
宏

　
京
都
奉
製
㈱

　
　
疋
田
　
　
聡
　

　
岩
瀬
　
静
夫

●
参
拾
萬
以
上

　
長
野
　
律
子

　
岡
野
建
設
株
式
会
社

　
　
代
表
取
締
役

　
　
　
岡
野
　
良
隆

　
甲
田
　
慎
一

●
壱
拾
萬
円
以
上

　
山
田
　
周
弘

　
山
田
　
　
孝

　
森
越
　
靖
幸

　
鈴
木
　
成
宜

　
鈴
木
か
を
る

　
㈱
メ
デ
ィ
ア
ト
ー
ク

　
　
代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
近
藤
　
元
子

　
大
場
　
一
志

　
甲
賀
　
　
静

　
冨
野
　
京
子

　
岩
田
　
達
明

　
浅
野
　
　
忠

　
鈴
木
　
春
江

　
藤
田
　
敏
郎

　
内
山
　
初
男

　
寺
田
石
材
工
業
㈱

　
　
　
寺
田
　
圭
佑

●
壱
萬
円
以
上

　
森
松
　
健
次

　
大
場
ひ
で
子

　
鈴
木
　
正
見

　
大
場
　
伸
江

　
太
田
　
弘
行

　
平
田
　
朱
美

　
村
松
惠
美
子

　
森
　
　
景
美

　
太
田
　
茂
雄

　
小
島
　
幸
高

　
佐
原
　
正
博

　
山
本
　
直
彌

　
渡
邉
　
正
守

　
太
田
　
邦
彦

　
川
端
　
一
弘

　
神
宏
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　
サ
ー
ビ
ス
㈱

　
　
代
表
取
締
役

　
　
　
神
馬
　
宏
史

　
星
野
由
美
子

　
岩
田
　
賢
治

　
小
杉
　
文
孝

　
土
屋
　
た
か

　
永
田
　
泰
豊

　
小
泉
　
　
裕

　
三
浦
小
太
郎

　
川
本
　
隆
一

　
赤
石
　
　
啓

　
足
立
　
順
司

　
梶
谷
　
友
香

　
石
黒
　
洋
子

　
倉
見
　
宣
雄

　
小
泉
　
純
一

　
幡
鎌
　
正
周

　
今
場
　
新
司

　
㈲
袴
田
防
災
設
備

　
　
　
竹
内
　
宏
行

　
山
本
　
延
和

　
鈴
木
　
　
孝

　
鈴
木
　
開
次

　
福
井
　
良
枝

　
藤
塚
　
佐
枝

　
梶
谷
　
惠
造

　
小
宮
　
崇
一

　
大
崎
　
貴
浩

　
三
澤
　
義
夫

　
四
本
　
康
久

●
金
一
封

　
平
田
　
一
利

　
お
そ
う
じ
屋
さ
ん

　
　
清
水
店

　
　
　
亀
川
　
一
也

　
稲
川
　
秀
樹

　
七
清
ク
ラ
ブ

　
　
　
村
松
　
生
雄

　
伊
藤
　
優
太

　
土
屋
　
昌
代

　
北
野
紗
古
名

　
黒
木
　
智
子

　
黒
木
　
久
司

　
根
本
　
信
行

　
大
鹿
　
貴
子

　
竹
内
　
鈴
子

　
竹
内
　
美
香

　
竹
内
　
裕
也

　
竹
内
　
隆
夫

　
光
崎
　
　
治

　
野
中
　
　
友

　
稲
垣
　
地
歩

　
石
川
　
士
郎

　
山
本
健
太
郎

　
岩
﨑
　
文
隆

　
冨
澤
　
宏
次

　
夏
目
　
勝
代

　
太
田
　
優
輝

　
安
間
　
一
江

　
松
本
　
政
久

　
松
本
　
友
子

　
中
村
　
明
弘

　
船
尾
　
清
美

　
鈴
木
真
砂
子

　
杉
山
　
昌
野

　
三
田
茉
梨
江

　
長
田
　
　
仁

　
熊
本
　
ミ
ワ

　
大
野
　
秀
文

　
古
林
　
正
好

　
森
本
　
健
司

　
茂
木
　
優
希

　
磯
部
　
真
代

　
加
藤
　
伸
隆

　
村
瀬
　
幸
世

　
村
瀬
　
徹
時

　
平
田
　
江
美

　
堀
内
　
裕
文

　
平
田
　
真
理

　
髙
倉
　
利
加

　
住
吉
か
よ
子

　
幸
田
　
俊
衣

　
齋
藤
　
拓
海

　
齋
藤
　
駿
祐

　
安
間
　
荘
一

　
曽
根
あ
ゆ
香

　
渡
邊
幸
智
子

　
高
橋
　
健
一

　
吉
田
　
博
一

　
岩
﨑
　
昌
之

　
岩
﨑
　
陽
子

　
横
山
　
浩
之

　
山
崎
　
温
益

　
藤
原
　
一
真

　
足
立
　
弥
希

　
永
田
　
真
也

　
山
崎
　
路
明

　
中
村
　
圭
介

　
市
川
　
秋
夫

　
磯
部
　
欣
宏

　
中
野
　
　
実

　
加
藤
　
知
宏

　
伊
藤
　
直
幸

　
今
場
　
新
司

　
竹
内
　
修
三

　
山
中
　
耕
太

　
鈴
木
フ
ミ
代

　
野
中
　
　
昂

　
野
中
代
枝
子

　
鈴
木
　
通
之

　
村
田
　
和
秀

　
小
澤
佐
知
子

　
早
川
　
昌
宏

　
早
川
富
士
男

　
早
川
　
和
代

　
牛
丸
　
　
尊

　
加
藤
　
陽
基

　
伊
藤
　
　
功

　
二
橋
　
玲
子

　
久
野
佐
和
子

　
久
保
田
俊
之

　
多
々
良
直
樹

　
河
合
　
真
吾

　
石
橋
　
佳
織

　
川
畑
　
圭
司

　
鈴
木
　
大
忠

　
岡
　
　
慶
行

　
後
藤
紗
和
香

　
後
藤
　
博
正

　
川
上
　
哲
生

　
桒
原
　
　
篤

　
村
松
伊
津
美

　
鈴
木
　
香
澄

　
加
藤
　
一
馬

　
加
藤
　
直
子

※令和元年8月1日～令和元年11月30日迄（順不同・敬称略）
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田遊び神事　7番 種蒔き田遊び神事　7番 種蒔き

古式十二段舞楽　7番「安摩」古式十二段舞楽　7番「安摩」

４月

3月 弥生
やよい

月次祭
一宮祖霊社月次祭
大骨董蚤の市
本宮山月次祭
真田城趾慰霊祭
鉾執社例祭
月次祭
春季皇霊祭遙拝式
初甲子祭

（午前 9時）
（午前10時）
（日の出～午後3時）
（午前10時）
（午前10時30分）
（午後 1時30分）
（午前 9時）
（午前 9時）
（午前 9時）

1日
1日
2日
6日
17日
17日
18日
20日
22日

〈例祭日程〉
17日
17日
18日
18日
19日
19日
19日

献詠祭
前日祭
例祭
古式十二段舞楽奉奏（重文）
氏子入奉告祭
古式十二段舞楽奉奏（重文）
神幸祭

（午前 9時）
（午前10時）
（午前10時）
（午後 2時）
（午前10時）
（午前11時）
（午後 2時）

手 釿 始 祭

　1月11日午前8時より斎行いたし
ます。
　古くから伝わる特殊神事の一つ
で、大工職人の皆さまがご奉仕さ
れます。古式による所作が古の技
を伝えます

歳　旦　祭
さい　　　　　たん　　　　　 さい

　1月1日午前2時より斎行いたし
ます。
　新年を祝いご皇室の弥栄と国の
益々の発展、氏子崇敬者と地域社
会の平和と繁栄を祈るお祭りです。

さい    こう

いや    さか

ちょう　　　な　　　はじめ　　 さい

　どんど焼きは、お正月に飾った注連縄や
門松、古いお神札やお守りを焚き上げ、各
家庭でお正月にお迎えした歳神様（ご先祖
様の御霊）をお送りする大切な神事です。
　神聖な神事の妨げとなる不要物（ぬいぐ
るみ・人形・おもちゃなど）はお持ち込み
にならないよう願いいたします。

どんど焼き祭
令和2年1月19日（日）午前9時より令和2年1月19日（日）午前9時より

とし　がみ

みたま

4月 卯月
うづき
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１月～  

2月 如月
きさらぎ

（午前 9時）
（午前10時）
（午前11時）
（午後 2時）
（午前10時）
（午前10時30分）
（午前 9時）
（午前10時）
（午前10時）
（午前 9時）

月次祭
一宮祖霊社月次祭
節分祭世話人祈祷祭
節分祭
本宮山月次祭
紀元祭
宗像社・飯王子社・白山社例祭
塩井神社例祭
祈年祭
天長祭

1日
1日
3日
3日
6日
11日
15日
15日
18日
23日

1月 睦月
むつき

初祈祷祭
歳旦祭
一宮祖霊社歳旦祭
日供始祭
元始祭・追儺祭
田遊祭
本宮山例祭
昭和天皇祭遙拝式
神明宮参拝
手釿始祭
寒の丑日水汲祭
八王子社例祭
御弓始祭
月次祭
どんど焼祭
～2月3日　厄除大祭
甲子祭

（午前 0時）
（午前 2時）
（午前 8時）
（午前 8時）
（午前 8時）
（午後 1時）
（午前10時）
（午前 8時）
（午前 9時）
（午前 8時）
（午前 2時）
（午前 9時）
（午前10時）
（午前 9時）
（午前 9時）

（午前 9時）

1日
1日
1日
2日
3日
3日
6日
7日
7日
11日
11日
17日
17日
18日
19日
20日
22日

節分祭・豆撒き神事

　2月3日午後2時より斎行いたします。
　豆撒き神事をはじめとする全員
参加型の神事で、多くのご参拝の
皆様で賑わいます。元は宮中の年
中行事として行なわれ、現在では、
日本の国民的な伝統神事として定
着しています。

御 弓 始 祭

　1月17日午前10時より斎行いた
します。
　当社では、『疫神鎮送』の神事
として、災い除けの側面を持ち合
わせています。的に向かい放たれ
た矢は、災難除けの縁起物として
持ち帰る方が大勢います。

えき  じん   ちん   そう

お　　　ゆみ　　はじめ　　 さい

　日常生活の中で知らぬうちに犯した罪や
過ち、心身の穢れを人形に託して川や海に
流し、祓い清める神事です。古来より、清
浄を大切にしてきた日本人の慣わしの一つ
です。
　引続き、無事の一年を感謝し、素晴らし
い年を迎えることができるようにお祈りす
る除夜祭を執り行います。両祭典とも、ど
なたでもご参列ができます。
　一年の罪穢れを祓い、身も心も清々しい
気持ちで新年をお迎え下さい。

師走大祓式・除夜祭
令和元年12月31日（火）午後3時より令和元年12月31日（火）午後3時より

小國神社　おおはらえのことば

スペシャルムービー～古の祝詞　大祓詞への誘い～
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新
生
児
選
名
・
命
名
に
つ
い
て

　
様
々
な
節
目
を
迎
え
る
と
き
、

神
さ
ま
へ
「
感
謝
」
と
「
ご
奉

告
」
を
行
う
こ
と
は
、
古
来
よ

り
受
け
継
が
れ
た
日
本
の
文
化

で
す
。

　
当
社
で
は
、
日
本
の
伝
統
文

化
に
則
し
た
新
生
児
に
ふ
さ
わ

し
い
名
前
を
選
名
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
家
族
で
考
え
ら
れ

た
お
名
前
候
補
の
中
か
ら
も
ご

相
談
の
上
、
選
名
い
た
し
ま
す
。

　
お
名
前
が
決
定
の
後
、
お
子

様
の
無
事
成
長
と
一
生
の
幸
せ

を
ご
神
前
で
お
祈
り
し
、
お
神

札
、
朱
印
を
押
印
し
た
命
名
書

を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

初
穂
料
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円
也

命
　
　
　
名

令
和
元
年
六
月
一
日
㈯
〜

令
和
元
年
十
一
月
三
十
日
㈯

生

お申し込み方法など詳しくは、小國神社 選名・命名奉告で検索

小國神社 選名・命名奉告

を
受
け
�
生
を
伝
え
る

﹁
人
の
一
生
﹂

●神社の成り立ち●

神様はどこにいらっしゃると思いますか？

　と問いかけられると、多くの方は自然豊かな森に
囲まれた、荘厳な社殿の奥にいらっしゃるものと考
えているのではないでしょうか。現在の神社のほぼ
全てがそういった形であり、「神様をお祭りする場
所」と言えば、大きな社殿を思い浮かべる方が大半
です。しかしながら、その考え方は長い、長い神道
の歴史の中から生まれてきたものの一つです。
　遠い昔、古代の人々は立派な岩石や樹木に神は降

臨されるものと考えていました。神様が降りてくる
岩石や樹木は「皆の祈りの場」となり、いつしかそ
こは人々が生活を営む集落へと変わったのです。
　私達の生活の変化と共に、神さまへのお祭りの
在り方も少しずつ変化してきましたが、「神様への
祈り心」は途絶えることなく、現在にまで続いてい
ます。

神社を知れば日本がわかる

“まつりの国、日本”

イラスト　小國神社ものがたり
   作　　たたら　なおき

鈴
木
は
の
ん
　
袋
井
市

大
石
　
菖
蒲
　
東
京
都

朝
比
奈
莉
世
　
袋
井
市

榊
原
　
伊
織
　
浜
松
市

松
井
ほ
の
花
　
掛
川
市

小
嶋
　
唯
花
　
掛
川
市

伊
藤
　
涼
太
　
磐
田
市

大
嶋
　
桧
翠
　
袋
井
市

鈴
木
　
梨
心
　
磐
田
市

高
木
　
　
凜
　
掛
川
市

髙
橋
　
菜
緒
　
袋
井
市

奥
田
　
夏
登
　
浜
松
市

迫
田
　
伊
央
　
愛
知
県

深
澤
　
　
歩
　
焼
津
市

梅
田
　
歩
武
　
東
京
都

岸
邊
　
吏
津
　
森
　
町

阿
形
　
奏
利
　
菊
川
市

山
本
　
夏
希
　
袋
井
市

戸
塚
　
隼
佑
　
掛
川
市

馬
場
　
充
輝
　
掛
川
市

稲
穂
　
茉
奈
　
浜
松
市

渥
美
　
維
月
　
浜
松
市

田
口
有
紗
弥
　
浜
松
市

松
本
　
奏
斗
　
浜
松
市

毛
利
謙
之
介
　
大
阪
府

萩
原
　
真
暉
　
浜
松
市

鈴
木
　
陸
仁
　
浜
松
市

両
角
　
香
穂
　
浜
松
市

柴
山
　
喜
晴
　
掛
川
市

長
浦
　
由
芽
　
浜
松
市

山
田
　
朱
志
　
掛
川
市

二
俣
　
里
帆
　
菊
川
市

若
田
部
愛
莉
　
藤
枝
市

小
栁
津
元
暁
　
掛
川
市

野
中
　
彩
未
　
浜
松
市

遠
山
　
璃
來
　
袋
井
市

鈴
木
　
　
紘
　
袋
井
市

大
島
　
茉
奈
　
掛
川
市

内
藤
　
　
庵
　
袋
井
市

髙
橋
　
利
津
　
磐
田
市

杉
浦
　
奏
多
　
磐
田
市

平
野
　
稔
莉
　
浜
松
市

松
谷
　
実
來
　
兵
庫
県

山
本
　
航
也
　
牧
之
原
市

榑
松
　
凛
奈
　
袋
井
市

堀
田
依
知
花
　
愛
知
県

平
松
　
　
樹
　
袋
井
市

佐
藤
　
朱
莉
　
袋
井
市

藤
原
　
菜
帆
　
磐
田
市

当社で命名奉告をされた皆様▶
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第十八回　小國神社　写真コンテスト詳しくはこちら

第17回最優秀賞　川田廣行 氏「落葉の宮川」第17回最優秀賞　川田廣行 氏「落葉の宮川」

作品のご応募について
最優秀賞から

入選まで各賞をご用意

写真展の
開催予定

小國神社休憩所2階研修室
令和2年9月頃開催予定

●檜皮採取の作業風景は勉強になりました。
　良い写真です。（磐田市）
●小國の森に美しい小鳥たちがいるとは
　知らなかったです。（袋井市）
●毎年楽しみにしています。スバラシイ!!（掛川市）

●本当にどれの作品にも賞をあげたい!!スゴいです。（森町）
●心が洗われました。（牧ノ原市）
●雨上がりの宮川が特に素敵でした。（浜松市）

〝
小
國
神
社
で
見
つ
け
た
日
本
の
美
し
さ
〞
を

表
現
し
た
〝
こ
こ
ろ
安
ら
ぐ
〞
素
敵
な
作
品
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

〝
伝
統
文
化
〞〝
美
し
い
自
然
〞
を
切
り
取
る

〝
伝
統
文
化
〞〝
美
し
い
自
然
〞
を
切
り
取
る

　
本
年
も
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
「
古
代
の
森
小
國
神
社
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
〝
小
國
神
社
で
見
つ
け
た

日
本
の
美
し
さ
〞
を
表
現
し
た
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
作
品
一
枚
か
ら
で
も
、
年
齢
や
お
住
ま
い
を
問
わ
ず
誰
で
も
ご
応

募
い
た
だ
け
る
コ
ン
テ
ス
ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
心
ゆ
く
ま
で
作
品
を
堪
能
で
き
る
写
真
展
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
の
中
か
ら
、
受
賞
作
品
・
展
示
作
品
、

約
五
十
点
を
選
び
、
展
示
い
た
し
ま
す
。

■
募
集
部
門

●
第
一
部
門
　
境
内
に
咲
く
草
花
・
樹
木
な
ど
の
自
然

●
第
二
部
門
　
祭
事
・
催
物

●
第
三
部
門
　
野
鳥

■
応
募
期
間

　
令
和
二
年
六
月
一
日
〜
七
月
十
日
必
着

■
ご
応
募
の
き
ま
り

 
● 
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
　
四
切
／
ワ
イ
ド
四
切（
フ
チ
な
し
）

 

● 

撮
影
期
間

　
令
和
元
年
七
月
上
旬
〜
令
和
二
年
六
月
下
旬

 

● 

未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す

※

詳
細
は
当
社
W
E
B
サ
イ
ト
、
当
社
・
県
内
写
真

　
各
店
配
布
の
応
募
用
紙
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

【
第
18
回
】

受
賞
作
と
し
て
二
十
作
品
を
選
び
、

表
彰
と
懸
賞
の
お
渡
し
を
し
て
い
ま
す

●
最
優
秀
賞
　
　
　
一
名 

賞
金
五
万
円
　
賞
状
　
森
町
産
お
茶

●
優
秀
賞
　
　
　
三
名 

賞
金
二
万
円
　
賞
状
　
森
町
産
お
茶

●
特
別
賞（
宮
司
賞
）一
名 

賞
金
三
万
円
　
賞
状
　
神
饌
茶

●
入
　
　
選
　
　
十
五
名 

賞
状
　
副
賞
（
一
品
）

写真展に寄せられた皆さまからのご感想



た
ま
だ
れ
　
第
五
十
七
号
　
令
和
元
年
十
二
月
二
十
日
　
題
字
揮
毫
／
書
家 

杭
迫
柏
樹 

印
刷
／
㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス 

エ
ム・エ
ス・シ
ー

〒
四
三
七
ー
〇
二
二
六 

静
岡
県
周
智
郡
森
町
一
宮
三
九
五
六
ー
一

電
話 

〇
五
三
八
ー
八
九
ー
七
三
〇
二
　
F
A
X 
〇
五
三
八
ー
八
九
ー
七
三
六
七

発
行
／
小
國
神
社
社
務
所

　

当
社
は
四
季
折
々
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
豊

か
な
杜
に
包
ま
れ
、
ご
神
域
は
多
く
の
草
花

が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

ご
紹
介
す
る
ご
神
域
で
の
草
花
の
写
真
は

崇
敬
者
の
山
崎
克
己
様
の
奉
納
写
真
を
も
と

に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

ガ
ン
ク
ビ
ソ
ウ
（
雁
首
草
）

キ
ク
科
ガ
ン
ク
ビ
ソ
ウ
属

花
期　

秋
〜
冬

　

日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
に
約
二
十
種
が
あ

る
と
さ
れ
、
コ
ヤ
ブ
タ
バ
コ
と
ヤ
ブ
タ
バ
コ

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
種
は
古
い
時
代
に
東
ア
ジ
ア
か
ら
帰
化

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に

は
そ
の
う
ち
八
種
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

花
は
、
枝
の
先
に
球
形
の
黄
色
い
頭
花
が

横
向
き
に
咲
く
の
が
特
徴
で
す
。
名
前
の
由

来
は
、
花
頭
が
キ
セ
ル
の
雁
首
に
て
い
る
こ

と
か
ら
命
名
さ
れ
ま
し
た
。 ガ

ン
ク
ビ
ソ
ウ

斎
庭
の
草
花
14

　

玉
垂
五
十
七
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
の
紅
葉
は
大
変
美
し
く
、
ご
神
域
が

錦
に
染
ま
り
ま
し
た
。
十
二
月
初
旬
を
過
ぎ

て
も
な
お
、
そ
の
美
し
さ
を
保
っ
て
い
る
こ

と
に
驚
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
全
国
放
送

で
も
当
社
の
紅
葉
風
景
が
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
紹
介
さ
れ
、
例
年
に
も
増
し
て
多
く
の

ご
参
拝
の
皆
さ
ま
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
令
和
二
年
は
、
日
本
初
の
正
史
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
歴
史
書
『
日
本
書
紀
』
が

編
纂
一
、
三
〇
〇
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

神
道
で
は
、『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
、

『
万
葉
集
』
な
ど
に
記
さ
れ
た
神
々
の
振
る

舞
い
を
知
り
、
古
代
の
人
々
に
心
を
重
ね
、

そ
こ
で
感
じ
得
た
も
の
を
、
現
代
に
活
か
し
、

今
を
生
き
て
ゆ
く
こ
と
が
肝
要
と
さ
れ
ま
す
。

　

『
日
本
書
紀
』
成
立
の
経
緯
は
世
界
（
唐

や
新
羅
な
ど
）
に
対
し
、
我
が
国
の
悠
久
の

歴
史
を
明
ら
か
に
し
、
独
立
し
た
国
家
で
あ

る
こ
と
を
示
す
た
め
に
編
纂
さ
れ
ま
し
た
。

内
憂
外
患
の
現
代
に
お
い
て
、
そ
の
気
概
か

ら
も
私
た
ち
が
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

令
和
二
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
で
す
。

世
界
か
ら
日
本
が
注
目
さ
れ
る
中
、
私
た
ち

は
、
神
代
か
ら
続
く
我
が
国
の
素
晴
ら
し
さ

を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
で
伝
え
て
ゆ
き
た
い

も
の
で
す
。

ゆ
に
わ

編
集
後
記

◀
ガ
ン
ク
ビ
ソ
ウ

　

今
、
改
め
て
『
か
み
だ
な
』
が
注
目
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

物
や
情
報
が
あ
ふ
れ
、
せ
わ
し
な
い
日

常
の
中
で
、
私
た
ち
は
時
に
自
分
の
心
を

見
失
い
が
ち
で
す
。

　
『
か
み
だ
な
』
の
前
で
自
分
自
身
を
深

く
見
つ
め
、
静
か
に
神
さ
ま
に
手
を
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
見
落
と
し
て
い
た
心
に
気

が
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
間
を
日
々
の
生
活
の
中

に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
心
は

『
豊
か
に
潤
い
』、『
丁
寧
な
一
日
』
を

始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

近
年
、
住
宅
事
情
の
多
様
化
に
よ
り

『
お
神
札
を
丁
寧
に
お
ま
つ
り
で
き
ず
に

困
っ
て
い
る
』
と
の
声
が
多
数
聞
こ
え
て

き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
当
社
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活

ス
タ
イ
ル
や
住
環
境
に
馴
染
む
『
か
み
だ

な
』
を
ご
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
『
神
杉
の
木
霊
』
は
、
当
社
の
ご
神
域

に
育
つ
「
神
杉
」
を
使
い
、
静
岡
の
職
人

が
一
つ
一
つ
丁
寧
に
創
り
あ
げ
、
包
み
込

む
よ
う
な
柔
ら
か
い
印
象
が
特
徴
の
『
か

み
だ
な
』
で
す
。

　

洋
室
や
一
人
暮
ら
し
の
部
屋
に
も
ス
ッ

と
馴
染
む
自
然
な
デ
ザ
イ
ン
で
、
壁
に
大

き
な
穴
を
開
け
ず
に
、
お
神
札
を
丁
寧
に

お
ま
つ
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
『
神
さ
ま
を
身
近
に
感
じ
て
暮
ら
す
、丁

寧
な
暮
ら
し
』
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

『
感
謝
』と『
祈
り
』の
場
所
を
整
え
る
、い
つ
も
の
朝
が
少
し
変
わ
る

小
國
神
社
　
か
み
す
ぎ
の
こ
だ
ま

初穂料 5,000円▲

新
し
い〝
か
み
だ
な
〞の
か
た
ち

神
杉
の
木
霊

か
み
す
ぎ

こ
だ
ま


